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注 目 株
の号今

= Profile =
すずきひろき●昭和57年太田生まれ。大曲高校卒
業。平成19年に大学を中退後、わらび座に入座。「お
もひでぽろぽろ」など多くの作品に出演し、舞台役
者として活躍している。

鈴 木 裕 樹さん （太田・31歳） ／ 秋田の絵師・小田野直武役に挑戦する舞台役者

土
の
民
謡
・
民
舞
を
取
り

入
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
な
ど
を
数
多
く
発
表

し
て
い
る
仙
北
市
の
劇
団
わ
ら
び

座
。今
秋
の
国
民
文
化
祭
に
合
わ

せ
、ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
げ
ん
な
い
―

直
武
を
育
て
た
男
」
を
４
月
か
ら

上
演
す
る
。

　

江
戸
を
舞
台
に
、
秋
田
に
も
ゆ

か
り
の
あ
っ
た
発
明
家
・
平
賀
源

内
が
書
生
の
吉
次
郎
（
後
の
司
馬
江

漢
）、
弟
子
の
絵
師
・
小
田
野
直
武

ら
と
と
も
に
自
由
奔
放
に
夢
を
追

い
か
け
る
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
。

秋
田
の
絵
師
・
小
田
野
直
武
を
演

じ
る
の
が
太
田
出
身
の
舞
台
役

者・鈴
木
裕
樹
さ
ん
だ
。

　

舞
台
役
者
を
志
し
た
の
は
大
学

在
学
中
。教
師
を
目
指
し
学
ん
で

い
た
が
、
自
ら
の
進
路
に
疑
問
を

持
ち
、
本
当
に
や
り
た
い
こ
と
は

何
か
と
自
分
に
問
い
続
け
、
舞
台

役
者
と
い
う
答
え
を
出
し
た
。

　

平
成
19
年
に
わ
ら
び
座
に
入

座
。演
劇
や
音
楽
、舞
踊
な
ど
舞
台

役
者
と
し
て
必
要
な
基
礎
を
学
ぶ

研
究
生
と
し
て
の
２
年
を
経
て
、

平
成
21
年
の
舞
台「
義
経
」の
佐
藤

継
信
役
で
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。「
作

品
が
ど
う
い
う
過
程
で
つ
く
ら
れ

る
か
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら
ず
迷
惑
ば

か
り
か
け
た
。舞
台
に
貢
献
し
た

と
は
正
直
言
え
な
い
」
と
振
り
返

る
初
舞
台
だ
っ
た
。そ
の
後
、
舞
台

で
多
く
の
役
を
演
じ
、
さ
ま
ざ
ま

な
役
者
と
共
演
す
る
こ
と
で
「
最

近
に
な
っ
て
や
っ
と
役
者
と
し
て

演
じ
る
こ
と
へ
の
手
応
え
を
感
じ

始
め
た
」と
話
す
。

　

休
日
や
舞
台
の
合
間
に
は
本
を

読
み
、
自
己
と
対
話
す
る
。と
き
に

認
め
た
く
な
い
よ
う
な
自
分
の
側

面
を
見
つ
け
る
が
、こ
れ
も
役
づ
く

り
に
生
か
す
。「
人
は
誰
し
も
、
弱

さ
・
汚
さ
を
含
め
さ
ま
ざ
ま
な
側

面
を
持
っ
て
い
る
。そ
ん
な
面
も
ひ

っ
く
る
め
た
人
間
を
表
現
し
た
い
」

と
、演
じ
る
こ
と
・
表
現
す
る
こ
と

へ
の
ま
っ
す
ぐ
な
思
い
を
語
っ
た
。

　

今
後
は
舞
台
を
飛
び
出
し
、
福

祉
施
設
や
幼
稚
園
な
ど
観
客
と
の

距
離
が
近
い
場
所
で
の
表
現
方
法

も
や
っ
て
い
き
た
い
と
話
す
。役
者

と
し
て
の
ス
キ
ル
を
磨
き
な
が

ら「
舞
台
の
魅
力
を
伝
え
、た
く
さ

ん
の
人
に
舞
台
を
見
に
来
て
ほ
し

い
。そ
の
き
っ
か
け
づ
く
り
を
し

た
い
」
と
舞
台
の
魅
力
を
伝
え
て

い
く
こ
と
に
も
意
欲
的
だ
。

人
間
の
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
を
舞
台
で
表
現
し
た
い

郷

「げんないー直武を育てた男」の練習風景。写真手前が
鈴木さん。
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舞台役者・鈴木裕樹さん
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【今号の表紙】
全国から選抜された若手花火作家が各自の
独自性をもった花火を披露する「新作花火
コレクション」。会場を訪れた３万４千人が
早春の星空に咲く光の芸術を堪能しました。
（写真は金賞を受賞した愛知県・加藤煙火（株）加藤克
典さんの作品「ヤコウチュウ」）

CONTENTS

市の動き
市街地再開発事業エリアと複合商業棟の愛称
決定／大仙市消防団に最高栄誉賞／秋田大学
と覚書を締結／放課後児童クラブの拡充

004

健康通信
二種混合予防接種／麻しん風しん混合予防
接種／「ほっとスペース」

029

いきいき広場
「認知症サポーター養成講座」
介護保険事務所からのお知らせ

031
市役所からのお知らせ１
浄化槽設置への補助金を増額／大曲バスター
ミナルリニューアル／がんばる集落活性化
支援事業 ほか

008

市役所からのお知らせ２
里山の自然を楽しむウオーキング／神宮寺駅
駐車場の利用申し込み／医療費の窓口負担割
合が変更／国民文化祭を一緒に盛り上げよう
／対象世帯にごみ袋30枚を無料交付 ほか

011

健康の達人
池田医院　池田芳信 院長
インフルエンザ 最近の話題

028

「大仙市地域防災計画」の見直し
見直しの概要をお知らせします
今日から始める私の防災

一人一人が心がけましょう

006

みんなの地域公共交通
身近な存在として、皆さんの生活を支えます

014

空如-普遍の美を追い求めて-
空如の信念、画業、偉勲

016 特
集

問い合わせ
 有限会社 楢岡陶苑（南外梨木田344-1）
 ☎ 0187-73-1018
 http://www.naraokayaki.jp/

発行号、郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号と必ず
4 4

広報紙の
感想などを記入の上、プレゼント係までお送りください。
当選者の発表は商品の発送をもって代えさせていただきます。
応募期限／４月30日（消印有効）

〒014-8601  だいせん日和プレゼント係
ファクス ／  0187-63-1119
Ｅメール ／  kouhou@city.daisen.akita.jp
※Ｅメールの場合は件名に「読者プレゼント」と記入ください。

応募方法 宛 先

150年以上変わらぬ、伝統の青みと深み
楢岡焼
楢岡陶苑

だいせん日和

読者プレゼン
ト

全国的にも珍しい、独特の青みと深み
一つ一つ手作りのため、色や釉薬の垂れ具合
など、その表情は個性があふれている楢岡焼
（写真左からワインカップ、四方鉢、朝顔マグ
カップ）

楢
岡
焼
き
の
窯
元
・
楢
岡
陶
苑（
小
松
哲
郎

五
代
目
）の「
楢
岡
焼
」（
ワ
イ
ン
カ
ッ
プ
、

四
方
鉢
、
朝
顔
マ
グ
カ
ッ
プ
）を
３
人
の
方
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
江
戸
時
代
末
期
の
文
久
３
年（
１
８
６
３
年
）、

陶
祖
・
小
松
清
治
が
楢
岡
の
地
で
陶
磁
器
を

焼
い
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
る
楢
岡
焼
。
屋

号
・
角か

く

え

も

ん

右
衛
門
の
名
は
代
々
受
け
継
が
れ
、

現
在
は
五
代
目
・
小
松
哲
郎
さ
ん
と
六
代
目
・

潮
さ
ん
が
中
心
と
な
り
、
そ
の
伝
統
を
守
り

続
け
て
い
ま
す
。

　

地
元
南
外
の
土
、
独
特
の
深
い
青
を
生
み

出
す
釉ゆ

う

薬や
く

「
海な

ま
こ鼠
釉ゆ

う

」、
薪
を
使
い
炎
を
操
り

な
が
ら
焼
く
登
り
窯
―
。
１
５
０
年
以
上
前

か
ら
変
わ
ら
ぬ
こ
だ
わ
り
と
製
法
で
作
ら
れ

る
楢
岡
焼
は
、
素
朴
な
温
も
り
と
優
雅
な
美

し
さ
を
兼
ね
備
え
た
逸
品
で
す
。

　

一
つ
一
つ
が
手
作
り
で
、
色
や
形
に
個
性

が
あ
る
楢
岡
焼
。
手
に
取
っ
て
そ
の
個
性
を

楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

広報だいせん

だいせん日和
2014_4月号 vol.216
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市の動き　

市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
り
、
ま
ち

の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
活
動
し

て
い
る
消
防
団
。大
仙
市
消
防
団
（
草
彅
忠

誠
団
長
）が
２
月
28
日
、
東
京
都
の
日
本
消

防
会
館
で
行
わ
れ
た
「
第
66
回
日
本
消
防

協
会
定
例
表
彰
式
」で
、最
高
栄
誉
賞
と
な

る「
ま
と
い
」を
受
章
し
ま
し
た
。

　
「
ま
と
い
」は
、
毎
年
全
国
10
消
防
団
の

み
に
贈
ら
れ
る
最
高
栄
誉
賞
で
、
県
内
消

防
団
の
受
章
は
、
平
成
19
年
度
の
三
種
町

消
防
団
以
来
６
年
ぶ
り
７
団
目
。旧
市
町

村
時
代
の
全
国
消
防
操
法
大
会
へ
の
出
場

の
ほ
か
、
消
防
庁
長
官
表
彰
や
日
本
消
防

協
会
長
表
彰
な
ど
の
受
章
歴
、
長
年
に
わ

た
っ
て
高
い
消
防
技
能
を
維
持
し
て
い
る

こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
、
今
回
の
受
章
と

な
り
ま
し
た
。

　

大
仙
市
消
防
団
は
、
平
成
17
年
の
市
町

村
合
併
に
伴
い
、
旧
８
市
町
村
の
消
防

団
が
統
合
し
て
発
足
。現
在
は
８
支
団
・

１
３
４
７
人（
男
性
１
３
０
７
人
、
女
性
40
人
）

の
団
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

３
月
５
日
に
は
、
草
彅
団
長
ほ
か
副
団

長
３
人
が
市
役
所
を
訪
れ
栗
林
市
長
に
受

章
を
報
告
。草
彅
団
長
は「
最
高
栄
誉
賞
を

い
た
だ
き
感
激
し
た
。先
人
の
方
々
か
ら

教
わ
っ
て
き
た
こ
と
を
地
道
に
実
践
し

て
き
た
結
果
で
あ
り
励
み
に
な
る
。受
章

に
お
ご
ら
ず
、
一
致
団
結
し
て
市
民
の
安

全
・
安
心
の
た
め
に
努
力
し
、活
動
し
て
い

き
た
い
」と
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
と
い
は
高
さ
約
２・１
㍍
で
、金き

ん

箔ぱ
く

や

銀
箔
が
施
さ
れ
た
も
の
。大
曲
庁
舎
１
階

の
市
民
ホ
ー
ル
に
展
示
さ
れ
ま
す
。

大
曲
通
町
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開

発
事
業
の
北
街
区
が
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。同
事
業
組
合
で
昨
年
10
月
か
ら
の

１
カ
月
間
に
わ
た
っ
て
募
集
し
た
、
市
街

地
再
開
発
エ
リ
ア
と
複
合
商
業
棟
の
愛
称

が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

応
募
総
数
は
合
計
１
３
９
件（
再
開
発
エ

リ
ア
１
１
６
件
、
複
合
商
業
棟
１
１
８
件
）。市

内
外
の
方
か
ら
た
く
さ
ん
の
応
募
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。一
次
・
二
次
選
考
を
経
て
上

位
３
点
を
決
定
。最
優
秀
賞
作
品
の「
ヒ
カ

リ
オ
」（
再
開
発
エ
リ
ア
）
と
「
Ａ
ｎ
ｂ
ｅ
ｅ

（
ア
ン
ベ
ー
）」（
複
合
商
業
棟
）
が
そ
れ
ぞ
れ

愛
称
と
し
て
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。入
賞
作
品
は
次
の
通
り
で
す
。

○
再
開
発
エ
リ
ア

 

最
優
秀
賞
／

 

「
ヒ
カ
リ
オ
」（
藤
澤
ま
ゆ
さ
ん・大
曲
）

 

「
花
火
が
上
空
で
は
じ
け
、光
の
尾
が
広

が
る
様
子
を
イ
メ
ー
ジ
。中
心
か
ら
外

に
広
が
っ
て
い
く
姿
が
こ
の
新
し
い
エ

リ
ア
で
あ
る
中
心
市
街
地
か
ら
発
信
さ

れ
る
姿
に
ふ
さ
わ
し
く
思
い
、
こ
の
愛

称
を
つ
け
ま
し
た
」

 

優
秀
賞
／
「
リ
ス
タ
大
曲
」（
小
松
田
弘

さ
ん
・
仙
北
）、「
メ
デ
ィ
タ
ウ
ン
」（
松
本

恵
美
子
さ
ん・大
曲
）

○
複
合
商
業
棟

 

最
優
秀
賞
／

 

「
Ａ
ｎ
ｂ
ｅ
ｅ
（
ア
ン
ベ
ー
）」（
石
井
美
佳

さ
ん
・
大
曲
）「
あ
ん
べ（
行
こ
う
）
！
を
お

し
ゃ
れ
っ
ぽ
く
ア
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
」

 

優
秀
賞
／
「
ア
・
エ
ー
ル
」（
小
松
田
有

佳
さ
ん・仙
北
）、「
ね
む
の
き
交
流
広
場
」

（
熊
谷
典
子
さ
ん・中
仙
）

大
仙
市
消
防
団

（
財
）日
本
消
防
協
会
か
ら「
ま
と
い
」を
授
与

大
仙
市
消
防
団
に
最
高
栄
誉
賞

Glory

Nickname

1

2

大
曲
通
町
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業

「
大
曲
ヒ
カ
リ
オ
」「
Ａ
ｎ
ｂ
ｅ
ｅ（
ア
ン
ベ
ー
）大
曲
」

エ
リ
ア
と
複
合
商
業
棟
の
愛
称
決
定

受章報告に訪れた（写真左から）佐藤一副
団長、草彅団長、鳥羽武治副団長、安藤喜
美雄副団長

最優秀賞作品考案者の藤澤さん
（写真左）と石井さん
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New Open 

市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
新
設
・
新
築
・
移
転

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
拡
充

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

新設された「花園児童クラブ」。
十分な広さを確保した生活ス
ペースや休憩室など、子どもた
ちがのびのびと過ごせる環境
を備えます。

Industrial heritage

荒
川
鉱
山
跡
地
保
存
活
用
事
業

産
業
遺
産
の
保
存
・
伝
承
に
行
政
と
大
学
が
連
携

秋
田
大
学
と
覚
書
を
締
結

市
と
国
立
大
学
法
人
秋
田
大
学（
澤
田

賢
一
学
長
）
が
３
月
10
日
、「
荒
川

鉱
山
跡
地
の
活
用
に
関
す
る
覚
書
」
を
締

結
し
ま
し
た
。

　

協
和
の
荒
川
地
区
に
存
在
し
た
荒
川

鉱
山
は
、
１
７
０
０
年
の
鉱
山
発
見
か
ら

１
９
４
０
年
の
閉
山
ま
で
日
本
屈
指
の
産

出
量
を
誇
る
、
地
域
経
済
を
支
え
た
銅
山

で
し
た
。旧
協
和
町
で
は
、
同
鉱
山
跡
地
の

坑
道「
百

ひ
ゃ
く

目め

石い
し

坑こ
う

」の
一
部
を
整
備
し
、平
成

５
年
に
観
光
施
設
「
マ
イ
ン
ロ
ー
ド
荒
川
」

を
開
設
。多
く
の
観
光
客
に
利
用
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
18
年
に
発
生
し
た
坑
道
の

崩
落
に
よ
り
、現
在
は
閉
鎖
し
て
い
ま
す
。

　

覚
書
の
締
結
は
、
行
政
と
大
学
と
の
連

携
に
よ
る
地
域
課
題
の
解
決
を
目
的
に
、

平
成
22
年
５
月
、
市
が
同
大
と
締
結
し
た

「
大
仙
市
と
国
立
大
学
法
人
秋
田
大
学
と

の
連
携
に
関
す
る
協
定
書
」
に
基
づ
く
も

の
。平
成
26
年
度
か
ら
28
年
度
ま
で
の
３

年
間
を
有
効
期
間
と
し
、
貴
重
な
産
業
遺

産
で
あ
る
同
鉱
山
跡
地
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
市
民
に
地
域
の
歴
史
文
化
に
対
す

る
興
味
や
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
と
と
も

に
、地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
た
め
、市

と
同
大
が
連
携
・
協
力
す
る
こ
と
を
取
り

決
め
し
ま
し
た
。覚
書
に
は
、①
産
業
遺
産

と
し
て
の
荒
川
鉱
山
跡
地
の
活
用
に
関
す

る
こ
と
②
旧
荒
川
鉱
山
坑
内
活
用
の
検
討

に
関
す
る
こ
と
③
そ
の
他
、
産
業
遺
産
を

活
用
し
て
の
地
域
の
発
展
の
た
め
に
必
要

な
事
項

―
が
連
携
協
力
事
項
と
し
て
盛

り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

市
と
同
大
は
、今
後
、そ
れ
ぞ
れ
役
割
分

担
し
な
が
ら
同
鉱
山
跡
地
の
保
存
と
活
用

に
つ
い
て
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。 覚書締結後、握手を交わす栗林市

長と秋田大学の吉村昇前学長（写
真右）

保
護
者
が
日
中
、
仕
事
な
ど
で
家
に

い
な
い
家
庭
の
児
童
に
、
遊
び
や

生
活
の
場
を
提
供
す
る
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
。就
労
形
態
や
家
族
構
成
の
変
化
に

伴
い
増
加
す
る
利
用
希
望
者
か
ら
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
、市
で
は
花
園
児
童
ク
ラ
ブ（
大

曲
）の
新
設
、
ひ
ま
わ
り
児
童
ク
ラ
ブ（
仙

北
）
の
移
転
新
築
、
お
お
た
児
童
ク
ラ
ブ

（
太
田
）の
移
転
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

花
園
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
大
曲
小
学
校
区

で
の
利
用
希
望
者
が
年
々
増
加
傾
向
で

あ
る
こ
と
を
受
け
新
設
。同
小
に
近
く
、子

ど
も
た
ち
に
も
な
じ
み
の
あ
る
花
園
児

童
セ
ン
タ
ー
隣
り
に
、
１
３
４・
１
５
平

方
㍍
の
広
さ
で
新
設
し
、
４
月
か
ら
開
所

し
ま
し
た
。施
設
が
経
年
劣
化
し
て
い
た

ひ
ま
わ
り
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
利
用
者
の
多

い
高
梨
小
学
校
敷
地
内
に
１
３
４・
１
５

平
方
㍍
の
専
用
施
設
を
新
築
。２
月
か
ら

利
用
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。太
田
保
健
セ

ン
タ
ー
内
に
開
設
し
て
い
た
お
お
た
児

童
ク
ラ
ブ
は
、太
田
地
域
の
保
育
所
・
幼
稚

園
が
認
定
子
ど
も
園
と
な
り
、
空
き
施
設

と
な
っ
た
太
田
ひ
が
し
幼
稚
園
を
利
用
。

７
０
４・
２
９
平
方
㍍
の
専
用
施
設
と
し

て
４
月
か
ら
利
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

市
内
の
児
童
ク
ラ
ブ
は
４
月
か
ら
21
カ

所
で
、
６
８
７
人
の
子
ど
も
た
ち
が
利
用

し
ま
す
。児
童
が
家
庭
に
い
る
の
と
同
じ

よ
う
に
安
心
し
て
過
ご
せ
る
環
境
を
つ
く

り
、
今
後
も
働
く
家
庭
の
子
育
て
を
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

︻
問
い
合
わ
せ
︼

 

各
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

 

児
童
家
庭
課

 
 

☎
０
１
８
７（
63
）１
１
１
１

 

内
線
１
２
９



の
受
け
入
れ
や
集
積
、自
衛
隊
・
消

防
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
受
け

入
れ
窓
口
に
な
る
な
ど
前
線
の
被

災
地
を
県
や
防
災
関
係
機
関
と
連

携
し
後
方
か
ら
支
援
し
ま
す
。

【
防
災
士
や
自
主
防
災
組
織
の

育
成
を
強
化
】

　

平
成
24
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

る「
防
災
士
育
成
研
修
」を
継
続
。

防
災
や
救
急
法
の
知
識
・
技
能
を

持
ち
、
災
害
時
に
は
避
難
誘
導
や

救
助
、
避
難
所
の
世
話
な
ど
を
行

え
る「
防
災
士
」を
育
成
し
ま
す
。

　

地
域
の
住
民
が
協
力
し
、
災
害

か
ら
自
分
た
ち
と
地
域
を
守
る

「
自
主
防
災
組
織
」の
結
成
や
活
動

が
活
発
化
す
る
よ
う
出
前
講
座
や

県
の
自
主
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

派
遣
を
実
施
し
ま
す
。

　

国
の
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ

き
策
定
さ
れ
た
「
総
則
編
」「
震
災

対
策
編
」「
一
般
災
害
対
策
編
」「
資

料
編
」の
４
編
か
ら
な
る
市
の
防
災

行
政
の
基
本
と
な
る
計
画
で
す
。

　

あ
ら
か
じ
め
被
害
の
発
生
を
想

定
し
た
上
で
そ
の
被
害
を
少
な
く

し
て
い
こ
う
と
考
え
る「
減
災
」視

点
の
取
り
入
れ
を
計
画
見
直
し
の

基
本
方
針
と
し
ま
し
た
。

   　

次
の
３
項
目
を
見
直
し
の
重
点

と
し
ま
し
た
。

① 
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま

え
た
地
震
対
策
の
抜
本
的
強
化

② 

大
規
模
広
域
的
な
災
害
時
に
お
け

る
被
災
者
対
応
等
の
強
化

③ 

最
近
の
風
水
害
等
を
踏
ま
え
た
防

災
対
策
の
見
直
し

　
以
下
に
抜
粋
し
た
も
の
を
要
約
し

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
最
大
ク
ラ
ス
の地

震
被
害
を
想
定
】

　

地
域
防
災
計
画
立
案
の
前
提
と

し
て
、
横
手
盆
地
真
昼
山
地
連
動

地
震
を
想
定
し
た
被
害
予
想
数
値

を
設
定
し
ま
し
た
。東
日
本
大
震

災
が
連
動
地
震
で
あ
っ
た
こ
と
を

踏
ま
え
、
発
生
確
率
は
限
り
な
く

ゼ
ロ
に
近
い
も
の
の
、
想
定
外
を

つ
く
ら
な
い
た
め
最
大
ク
ラ
ス
の

地
震
を
前
提
と
し
ま
し
た
。

【
多
様
な
情
報
手
段
を
活
用
し
た

確
実
な
情
報
伝
達
】

　

災
害
時
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

早
く
正
確
な
情
報
を
得
ら
れ
る
よ

う
国
の
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
・
新
県
総
合

防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
・
携
帯
電
話

一
斉
メ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
ほ

か
、
新
た
に
開
始
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
Ｆ
Ｍ
な
ど
の
多
様
な
通
信
手

段
を
活
用
し
、情
報
を
伝
え
ま
す
。

【
後
方
支
援
計
画
の
新
規
作
成
】

　

東
日
本
大
震
災
の
際
、
岩
手
県

遠
野
市
が
沿
岸
被
災
地
を
後
方
か

ら
支
援
し
た
事
例
に
学
び
、
市
を

後
方
支
援
の
拠
点
と
す
る
後
方
支

援
計
画
を
新
設
し
ま
し
た
。

　

日
本
海
側
で
大
規
模
な
地
震
や

津
波
が
発
生
し
た
場
合
に
、
被
災

地
で
の
救
助
活
動
や
支
援
活
動
が

的
確
に
行
わ
れ
る
よ
う
支
援
物
資

大
仙
市
地
域
防
災
計
画と

は

計
画
見
直
し
の

基
本
方
針

計
画
見
直
し
の
骨
子（

抜
粋
）

今
日
か
ら
始
め
る
私
の
防
災

「大仙市地域防災計画」
の見直し

　「大仙市地域防災計画」は、平成19年２月に旧８市町村の地理的・物理的な特性を踏
まえ策定されました。
　東日本大震災後、国や県の防災対策に関する基本計画が改正され、市でも「大仙
市地域防災計画」の見直しに着手。平成23年８月に策定委員会を立ち上げました。
消防や警察、企業、医師会などからなる防災委員が組織する防災会議を経て、平成
26年１月「大仙市地域防災計画改正版」を決定しました。
　今回、計画の見直しの基本的な考え方や主な内容をお知らせします。詳細は、だ
いせん日和４月号と一緒に配布された「大仙市地域防災計画の概要」に掲載してい
ます。あわせてご覧ください。

【問い合わせ】 総合防災課 内線287・288・289

大仙市地域防災計画の概要
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もしもの時の備えをチェックしてみよう

地震が起きたら何をするべきか？

１、まずは自分の命を自分で守ること
①屋内の場合
転倒する家具から身を守るため、防災頭巾や座布団
などで頭を守り、テーブルや机の下などにもぐりま
しょう。揺れがおさまったら、脱出路と懐中電灯な
どの明かりを確保します。
②屋外の場合
建物やブロック塀の倒壊、窓ガラスの落下などの危
険を避けて空き地などの安全な場所に避難しまし
ょう。

２、被害の拡大を防ぐこと
①火災を防ぐ
避難する前にブレーカーを落としましょう。
（地震の揺れにより停止していた電気が再び電気製品に通電
したために火災が発生する「通電火災」を防ぎます）
②交通の混乱を防ぐ
緊急車両を優先するため自家用車での避難は避け
ましょう。自動車の運転中に揺れを感じた場合は、
道路の端に車を停めラジオなどで状況を確認しま
す。車を離れる時は鍵をつけたままにしましょう。

３、助け合って避難すること
体の不自由な方や障がいのある方、妊婦の方、小さな子どもなどは避難する際に手助けが必要です。周りに手
助けの必要な方がいたら自分の安全を確保するとともに助け合いながら避難しましょう。

一
人
一
人
が
心
が
け
ま
し
ょ
う

□
災害発生直後は、支援物
資が届くまで時間がかか
ることが考えられます。
水と食料は最低３日分を
家庭に備蓄しましょう。食糧や水の

備蓄の確認

□ いざというときに慌てな
いように避難場所を確認
しましょう。避難場所まで
の道のり、どのような施設
が避難場所になっている
かを知り、その場所に合
わせた備えをしましょう。

避難所の
確認

□

あらかじめ家族で、通勤・
通学先にいた場合の連絡
方法や集合場所を確認し
ておきましょう。
地震などの災害時には、
通話が被災地に集中し電
話がかかりにくくなるた
め、災害伝言ダイヤルや
災害伝言板サービスを利
用しましょう。

家族との
連絡方法の
確認

□背の高い家具は、天井や
壁の強度を確認した上で
Ｌ字金具や支え棒などで
しっかり固定し、ガラス
には飛散防止フィルムを
貼りましょう。カーテン
を閉めておくことで屋内
への窓ガラス飛散を防ぐ
こともできます。ガラス
が飛散しても歩けるよう
に部屋に靴などを置いて
おくと避難する際に役立
ちます。

家具の固定

□

7



合併浄化槽を設置して住み良いまちに

浄化槽設置への補助金を増額

市
街
地
再
開
発
事
業
で
工
事

を
進
め
て
き
た
北
街
区
の

整
備
が
終
了
し
、
羽
後
交
通
の
バ

ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
完
成
。そ
れ
に

伴
い
、
４
月
か
ら
バ
ス
乗
降
場
所

が
左
図
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

　

発
車
時
刻
な
ど
の
詳
細
は
、
バ

ス
案
内
窓
口
な
ど
で
確
認
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
運
行
な
ど
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

羽
後
交
通（
株
）大
曲
営
業
所
へ

 

☎
０
１
８
７（
63
）２
２
１
５

◆
の
り
ば・路
線
／

○
の
り
ば
①
・
南
外
線
、角
館
線
、

杉
山
田
線

○
の
り
ば
②
・
横
手
線
、角
間
川
・

横
手
線
、川
西
線
、イ
オ
ン
・
イ
ー

ス
ト
モ
ー
ル
線
、
長
信
田
線
、
千

屋
線

○
の
り
ば
③
・
横
浜
線
、仙
台
線
、

大
仙
市
循
環
バ
ス

◎
降
車
の
み

【問い合わせ】
 下水道課
  ☎ 0187-63-1111 内線 293

「
生
活
排
水
の
汚
れ
が
約
10

分
の
１
に
減
り
河
川
な

ど
の
水
質
汚
濁
を
防
止
で
き
る
」

「
水
洗
ト
イ
レ
で
毎
日
の
生
活
が

快
適
に
な
る
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
合
併
処
理
浄
化

槽
。市
で
は
、合
併
処
理
浄
化
槽
の

設
置
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま

す
が
、
さ
ら
な
る
設
置
を
促
進
す

る
た
め
、
４
月
１
日
か
ら
補
助
金

の
か
さ
上
げ
額
を
従
来
の
２
倍
に

増
額
し
ま
す
。

　

く
み
取
り
ト
イ
レ
ま
た
は
単
独

処
理
浄
化
槽
を
使
用
し
て
い
る
方

は
、
こ
の
機
会
に
合
併
処
理
浄
化

槽
を
設
置
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

不
明
な
点
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://www.city.daisen.akita.jp/

）を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
下
水
道
課
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
浄
化
槽
設
置
補
助
の
対
象
／

 

一
般
住
宅
に
設
置
す
る
浄
化
槽

で
、次
の
区
域
に
該
当
す
る
方

○
下
水
道
事
業
認
可
を
受
け
て
い

な
い
区
域

○
農
業
集
落
排
水
事
業
を
実
施
し

て
い
な
い
区
域

○
下
水
道
整
備
見
直
し
区
域

※
詳
細
は
だ
い
せ
ん
日
和
３
月
号
ま
た

は
３
月
号
お
知
ら
せ
版
に
掲
載

◆
増
額
後
の
補
助
金
額
／

 

下
表
の
と
お
り

◆
か
さ
上
げ
の
要
件
／

 

市
内
に
事
業
所
が
あ
る
、
浄
化

槽
工
事
業
の
登
録
業
者
が
工
事

す
る
こ
と

※
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
は
、

増
額
分
を
含
ま
な
い
「
補
助
基
準
金

額（
①
）」の
み
の
補
助
と
な
り
ま
す
。

【問い合わせ】
 重点政策推進室
  ☎ 0187-63-1111 内線 253

４月から乗降場所が変わりました

バスターミナルがリニューアル

羽後交通
バスターミナル

大曲厚生医療センター

至 大曲駅

至 市役所

至 秋田市

南外線、角館線、
杉山田線

①降車のみ
◎

横浜線、仙台線、
大仙市循環バス

③

横手線、角間川・横手線、川
西線、イオン・イーストモー
ル線、長信田線、千屋線

②

Ａｎｂｅｅ大曲

8

増額後の補助金額
人槽区名 補助基準額（①） かさ上げ額（②） 補助金合計（① + ②）
５人槽 352,000円 118,000円 470,000円
７人槽 441,000円 147,000円 588,000円
10人槽 588,000円 196,000円 784,000円

○合併処理浄化槽…トイレの汚水や台所、浴室、洗面所などの生活雑排水を処理
○単独処理浄化槽…トイレの汚水を処理。水環境を守るために合併処理浄化槽へ
 の転換に努めることとされています。

※かさ上げ額（②）は、従来の２倍に増額後の金額です。



Event WantedInfomationHealthSafetyClass

▲▲▲

万が一の火災発生時のために

火災警報器の購入費を助成

地域防災のリーダーを目指して

防災士の資格を取得しませんか
【問い合わせ・申し込み】
 各支所市民サービス課
 総合防災課 ☎ 0187-63-1111 内線 288

【問い合わせ・申請】
 各支所市民サービス課
 総合防災課 ☎0187-63-1111 内線287

市
で
は
、
住
宅

用
火
災
警
報

器
の
購
入
費
を
助
成

し
ま
す
。平
成
23
年

６
月
か
ら
、
全
て
の
住
宅
へ
の
設

置
が
義
務
付
け
ら
れ
た
「
住
宅
用

火
災
警
報
器
」。市
内
で
の
設
置
率

は
前
年
よ
り
向
上
し
た
も
の
の
約

72
％
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
い
ま

だ
に
約
３
割
の
住
宅
が
設
置
し
て

い
な
い
状
況
で
す
。

　

煙
や
熱
を
い
ち
早
く
感
知
し
、

火
災
の
発
生
を
警
報
音
や
音
声
で

知
ら
せ
る
住
宅
用
火
災
警
報
器
。

未
設
置
の
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

自
主
防
災
組
織・自
治
会
等
で
共
同

購
入
﹆
個
人︵
世
帯
︶で
購
入
す
る
場

合
に
購
入
費
の
２
分
の
１
を
助
成

◆
対
象
／
市
内
の
自
主
防
災
組

織
・
自
治
会
で
の
共
同
購
入
、市

内
在
住
の
方（
世
帯
）の
購
入

※
助
成
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、共
同
購
入

ま
た
は
個
人
購
入
の
い
ず
れ
か
で
す
。

※
平
成
25
年
度
に
助
成
を
受
け
た
方
は

対
象
外
で
す
。

※
自
主
防
災
組
織
・
自
治
会
で
の
共
同
購

入
で
、
平
成
25
年
度
に
助
成
を
受
け

て
い
な
い
方
を
対
象
と
す
る
場
合
は
、

一
度
申
請
し
た
団
体
で
も
助
成
対
象

と
な
り
ま
す
。

※
共
同
購
入
は
、購
入
の
手
間
が
軽
減
す

る
ほ
か
、悪
質
販
売
の
被
害
防
止
、一

括
注
文
の
個
数
に
よ
り
割
り
引
き
が

あ
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

◆
助
成
額
／

 

共
同
購
入
お
よ
び
個
人
購
入
と

も
に
購
入
費
の
２
分
の
１

 

（
１
世
帯
５
０
０
０
円
が
上
限
）

◆
助
成
対
象
と
な
る
機
器
／

 

日
本
消
防
検
定
協
会
が
国
の
基

準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
証

明
し
た
鑑
定
合
格
証
「
NS
マ
ー

ク
」
が
表
示
さ
れ
て
い
る
も
の

で
、
市
内
の
販
売
店
で
購
入
し

た
も
の

◆
申
請
方
法
／
各
支
所
市
民
サ
ー

ビ
ス
課
と
総
合
防
災
課
に
用
意

し
て
い
る
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
持
参
す
る
も
の
／

①
印
鑑

②
領
収
書

③
通
帳

④
購
入
製
品
の
取
扱
説
明
書
な
ど

（
製
品
番
号
や
NS
マ
ー
ク
が
あ
る
こ

と
が
分
か
る
も
の
）

⑤
購
入
者
名
簿（
共
同
購
入
の
場
合
）

※
す
で
に
購
入
し
た
場
合
で
も
、
平
成

25
年
４
月
１
日
以
降
の
購
入
で
領
収

書
を
提
出
で
き
る
も
の
で
あ
れ
ば
助

成
対
象
と
な
り
ま
す
。

◆
申
請
期
限
／

 

平
成
27
年
３
月
31
日

地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で

減
災
と
防
災
力
向
上
の
た

め
の
活
動
な
ど
を
行
う
防
災
士
。

自
主
防
災
組
織
の
設
立
や
自
助
・

共
助
の
重
要
性
が
高
ま
る
中
、
地

域
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
防

災
士
の
役
割
も
重
要
視
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

市
で
は
、
地
域
防
災
を
担
う
人

材
を
育
成
す
る
た
め
、
防
災
士
育

成
研
修
講
座
を
行
い
ま
す
。

　

講
座
で
は
、
災
害
に
関
す
る
知

識
の
ほ
か
、
避
難
所
の
開
設
や
運

営
な
ど
を
演
習
を
交
え
て
学
ん
だ

後
、
防
災
士
資
格
の
取
得
試
験
を

行
い
ま
す
。

　

あ
な
た
も
地
域
防
災
の
リ
ー
ダ

ー
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
。

※
防
災
士
は
Ｎ
Ｐ
O
法
人
日
本
防
災
士

機
構
が
認
定
す
る
民
間
資
格
で
す
。

◆
対
象
／
自
主
防
災
組
織
の
メ
ン

バ
ー
ま
た
は
今
後
、
自
主
防
災

組
織
の
設
立
を
検
討
し
て
い
る

自
治
会・町
内
会
の
メ
ン
バ
ー

◆
期
日
／

 

６
月
25
日（
水
）・26
日（
木
）

◆
時
間
／

 

午
前
９
時
〜
午
後
６
時
30
分

◆
会
場
／

 

大
曲
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

◆
定
員
／
50
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

◆
参
加
費
／
３
千
円

 

（
防
災
士
資
格
取
得
試
験
受
験
料
）

※
そ
の
他
、
資
格
取
得
に
必
要
な
研
修

講
座
受
講
料
（
５
万
７
６
０
円
）、
資

格
認
証
登
録
料（
５
千
円
）は
市
が
助

成
し
ま
す
。

◆
申
込
期
限
／
４
月
30
日（
水
）

※
消
防
署
で
実
施
す
る
普
通
救
命
講
習

を
２
年
以
内
に
受
講
し
て
い
な
い
方

は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
日
程
で
受
講

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。申
し
込
み
時

に
希
望
日
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

 

日
時
／
５
月
29
日（
木
）・
31
日（
土
）

午
前
９
時
〜
正
午

 

会
場
／
大
曲
交
流
セ
ン
タ
ー

災害に関する講話や避難所の運営など
の演習を行う講座
（写真は、以前行われた防災士研修講座）
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※募集は、平成27年度まで行う予定

市
で
は
、「
以
前
行
わ
れ
て

い
た
祭
り
を
復
活
さ
せ
た

い
」「
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
て
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
を
深

め
た
い
」な
ど
と
い
っ
た
、集
落
な

ど
が
自
ら
行
う
地
域
の
振
興
や
活

性
化
の
た
め
の
活
動
を
支
援
し
て

い
ま
す
。

　

採
択
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て

は
、
市
が
初
期
的（
準
備
）経
費
、
ま

た
は
ビ
ジ
ョ
ン（
活
動
計
画
）策
定
経

費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

事
業
に
つ
い
て
の
質
問
や
申
請

に
あ
た
っ
て
の
事
前
相
談
は
、各
支

所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
、
総
合
政
策

課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
平
成
26
年
度
の
支
援
内
容
／

①
小
規
模
集
落

 

お
お
む
ね
40
戸
以
下
の
集
落
ま

た
は
、
お
お
む
ね
40
戸
以
下
の

集
落
と
そ
の
集
落
に
隣
接
す
る

集
落
で
構
成（
た
だ
し
３
集
落
以
下

で
構
成
）さ
れ
た
団
体

 

補
助
対
象
経
費
／

 

継
続
し
て
行
う
予
定
の
新
た

な
取
り
組
み
の
開
始
、
ま
た
は

拡
充
の
た
め
の
初
期
的
（
準
備
）

経
費

 

事
業
例
／
地
域
の
文
化
や
伝
統

行
事
な
ど
の
再
生
・
活
性
化
、集

落
間
・
世
代
間
な
ど
に
よ
る
イ

ベ
ン
ト
の
開
催

②
地
区
自
治
組
織

 

複
数
の
集
落
で
構
成
さ
れ
る
①

に
該
当
し
な
い
団
体（
自
治
会
連
合

会
や
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
議
な
ど
）

◆
補
助
対
象
事
業
／

○
継
続
し
て
行
う
予
定
の
新
た

な
取
り
組
み
の
開
始
、
ま
た
は

拡
充
の
た
め
の
初
期
的
（
準
備
）

経
費

○
自
治
組
織
の
維
持
や
振
興
、
活

性
化
の
た
め
に
定
め
る
ビ
ジ
ョ

ン（
活
動
計
画
）策
定
経
費

◆
申
込
期
限
／
５
月
15
日（
木
）

補助額、補助率

対象 ①小規模集落 ②地区自治組織

対象事業 新規・拡充活動 新規・拡充活動 ビジョン策定

補助上限額 70万円 100万円 20万円

補助率 90％（千円未満切り捨て）

自ら「がんばる」自治組織を支援

「がんばる集落」活性化支援事業
【問い合わせ・申し込み】
 各支所市民サービス課
 総合政策課 ☎ 0187-63-1111内線 237

　四ツ屋神明社の氏子である四ツ屋一区（上前村）・同
二区（駅前）・同三区（町口）・同四区（日照町）・同六区（川崎）
では、地区自治組織として四ツ屋北部地区連合会（佐々
木昭人会長）をつくり、「がんばる集落」活性化支援事業
を活用して５地区合同で梵天奉納を行いました。
　これまでも各地区では春の社日祭に合わせ小規模な
がら梵天奉納を継続していたものの、近年は子ども梵
天はなくなり、四区では梵天奉納そのものが途絶えて
いました。子ども梵天の復活を目指した今回の事業で
は、市補助金を活用して子ども梵天の製作に必要な資
材や地区ごとに参加者用の半

はん

纏
てん

などを購入しました。

ー四ツ屋北部地区活性化事業（大曲）ー
梵天が地域を結ぶ

　24年度から「がんばる集落」活性化支援事業を活用
して地域づくりに取り組んでいる協和の宮田部落会
（佐々木浩会長）。人口が８世帯20人の小さな集落です。
　25年度は、地元の主婦が中心となって、東日本大震
災を教訓に、地元で採取できる山菜や、各家庭で栽培
している野菜を材料にした保存食づくりを実施。ま
た、地域の伝統的な料理の継承や新しい調理方法の考
案などを目的としたレシピづくりなど、「食」を題材
にした活動を展開しました。
　今回の事業では、市補助金を活用し、保存食づくり
に使う真空パック用の包装機具などを購入しました。

ー「宮田の食・彩発見」事業（協和）ー
食を通じて交流を深める

【事例紹介】
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EventInfomationHealthSafetyClass

▲ ▲ ▲

Wanted

11

大曲庁舎（本庁）
 ☎ 0187-63-1111
大曲南庁舎
 ☎ 0187-66-4905
土地区画整理事務所
 ☎ 0187-63-0542 
神岡庁舎
 ☎ 0187-72-2111
西仙北庁舎
 ☎ 0187-75-1111
中仙庁舎
 ☎ 0187-56-2111 
協和庁舎
 ☎ 018-892-2111 
南外庁舎
 ☎ 0187-74-2111 
仙北庁舎
 ☎ 0187-63-3003 
太田庁舎
 ☎ 0187-88-1111 

大仙市ホームページ
www.city.daisen.akita.jp

転入や転出による住
民異動が多くなる時
期です。住所が変わ
る場合は、必ず上水
道の開栓・閉栓の届
け出をしてください。

【問い合わせ・届け出】
 水道局上水道課
 内線 123・124

Information

４月２日移設オープン
大仙市市民活動交流拠点センター

　ペアーレ大仙内の「大仙市市民活動支援センター」
と「大仙市男女共同参画活動拠点コーナー」が北街
区の複合商業棟「Ａ

ア ン ベ ー

ｎｂｅｅ大曲」の２階に移り、名称も
「大仙市市民活動交流拠点センター」に変更。４月２
日にオープンします。
　会議室や印刷機（用紙は持参）、パソコンなどの機器
コーナーのほか、待ち合わせや休憩などに利用でき
るオープンスペース（Wi-Fi対応）がありますので、ぜ
ひご利用ください。
◆利用開始日／４月２日（水）
◆利用時間／午前９時～午後７時
※会議室は予約により午後９時まで利用できます。

【問い合わせ】
 男女共同参画・交流推進課（Ａｎｂｅｅ大曲２階）
 ☎0187-88-8039

子
ど
も
会
保
険
に
加
入

し
て
安
心
の
活
動
を

　

子
ど
も
会
活
動
中
の
本
人
の

ケ
ガ
の
ほ
か
、第
三
者
に
ケ
ガ
を

負
わ
せ
て
し
ま
っ
た
り
、物
を
壊

し
て
し
ま
っ
た
り
し
た
際
の
賠

償
を
保
障
す
る
「
全
国
子
ど
も

会
安
全
共
済
会
」
の
加
入
申
し

込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。子

ど
も
会
活
動
を
安
心
し
て
行
う

た
め
、ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
／

　

単
位
子
ど
も
会
の
活
動

◆
申
し
込
み
方
法
／
各
公
民
館

と
生
涯
学
習
課
に
用
意
し
て

い
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
年
会
費
を
添
え

て
提
出

◆
年
会
費
／
１
人
３
０
０
円

 

（
10
月
１
日
以
降
は
２
９
０
円
）

◆
申
込
期
限
／
５
月
28
日（
水
）

※
活
動
日
の
２
週
間
前
ま
で
の
申
し

込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
締
め
切
り
後
も
随
時
受
け
付
け

︻
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
︼

 

各
公
民
館

 

生
涯
学
習
課 
内
線
３
３
９

空
き
店
舗
を
活
用
し
て

新
規
開
店
す
る
方
や

商
店
街
の
皆
さ
ん
の

自
主
的
な
取
り
組
み
を

応
援
し
ま
す

　

各
事
業
の
要
件
や
補
助
対
象

経
費
な
ど
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
新
規
開
店
応
援
事
業

　

市
内
で
空
き
店
舗
や
空
き
地

を
活
用
し
て
新
規
開
店
す
る
場

合
や
、
第
三
者
が
事
業
を
継
承

し
て
既
存
の
店
舗
を
改
装
す
る

場
合
に
建
設
費
、改
装
費
、賃
借

料
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

○
が
ん
ば
る
商
店
等
支
援
事
業

　

10
店
舗
以
上
の
商
店
で
構
成

さ
れ
る
商
店
街
団
体
ま
た
は
商

店
グ
ル
ー
プ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
自
主
的
に
行
う
商
業
活

性
化
イ
ベ
ン
ト
や
定
期
市
、
商

品
券
発
行
事
業
な
ど
の
経
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

︻
問
い
合
わ
せ
︼

 

商
工
観
光
課

 

内
線
２
５
１・２
５
２

◆
利
用
期
間
／
４
月
１
日
か
ら

11
月
30
日
ま
で
の
８
カ
月
間

◆
駐
車
可
能
台
数
／

 

36
台（
駅
前
27
台
、駅
裏
９
台
）

◆
使
用
料
／
月
額
１
６
１
０
円

※
４
月
以
降
に
発
行
す
る
納
付
書
で

指
定
金
融
機
関
に
振
り
込
み

◆
申
し
込
み
方
法
／
神
岡
支
所

農
林
建
設
課
に
用
意
し
て
い

る
申
請
書
に
メ
ー
カ
ー
、
車

名
、
排
気
量
、
色
、
ナ
ン
バ
ー

な
ど
を
記
入
し
押
印
の
上
、

提
出

︻
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
︼

 

神
岡
支
所
農
林
建
設
課

 

☎
０
１
８
７（
72
）４
６
０
９

利
用
申
し
込
み
受
け
付
け
中

神
宮
寺
駅
駐
車
場

豊岡へき地診療所を閉所しました
昭和45年に開設した豊岡へき地診療所は、３月31日で閉所しました。長い間、皆さんに
利用いただきありがとうございました。　【問い合わせ】健康増進センター ☎ 0187-62-9301

里
山
の
自
然
を
楽
し
む

ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

春
紅
葉
な
ど
を
楽
し
み
な
が

ら
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
し
ま
せ
ん
か
。

◆
期
日
／
５
月
８
日（
木
）

◆
時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後
４

時
30
分（
午
前
８
時
45
分
集
合
）

◆
集
合
場
所
／
大
曲
市
民
会
館

◆
定
員
／
20
人

◆
参
加
費
／
無
料

◆
持
参
す
る
も
の
／
昼
食

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

◆
コ
ー
ス
／
大
曲
市
民
会
館
↓

南
外（
山
王
台
、権
現
山
な
ど
）↓

西
仙
北（
大
場
台
、大
沢
郷
、月
山

神
社
な
ど
）↓
協
和（
小
種「
菜
の

花
畑
」）↓
大
曲
市
民
会
館

※
見
学・散
策
場
所
ま
で
は
バ
ス
移
動

◆
申
込
期
限
／
４
月
25
日（
金
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

︻
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
︼

 

生
涯
学
習
課 

内
線
３
３
９

 

℻
０
１
８
７（
63
）７
１
３
１

 

　

kyouiku-syo@
city.daisen.

akita.jp

参加者募集
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大曲庁舎（本庁）
 ☎ 0187-63-1111
大曲南庁舎
 ☎ 0187-66-4905
土地区画整理事務所
 ☎ 0187-63-0542 
神岡庁舎
 ☎ 0187-72-2111
西仙北庁舎
 ☎ 0187-75-1111
中仙庁舎
 ☎ 0187-56-2111 
協和庁舎
 ☎ 018-892-2111 
南外庁舎
 ☎ 0187-74-2111 
仙北庁舎
 ☎ 0187-63-3003 
太田庁舎
 ☎ 0187-88-1111 

大仙市ホームページ
www.city.daisen.akita.jp

住民異動の多い４月
は、各種届け出窓口
が込み合います。
手続き等が必要な方
はゆとりをもってお早
めにお越しください。
なお、お住まいの地
域に限らず本庁、各
支所どの窓口でも手
続きできますので、
ご利用ください。

【問い合わせ】
市民課 内線 130

Information

４
月
６
日
か
ら
15
日
ま
で

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　

４
月
６
日
か
ら
15
日
ま
で
は

「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
期

間
（
４
月
10
日
は
交
通
事
故
死
ゼ
ロ

を
目
指
す
日
）で
す
。

　

４
月
か
ら
新
一
年
生
が
登
校

し
ま
す
。通
学
路
の「
ゾ
ー
ン
30
」

内
は
、
最
高
時
速
30
㌔
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、軽
ト
ラ
ッ
ク
の
交
通
事

故
防
止
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

運
動
の
基
本

 

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止

運
動
の
重
点

○
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

○
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

正
し
い
着
用

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

○
横
断
歩
行
者
の
交
通
事
故
防
止

 

（
横
断
歩
道
の
歩
行
者
優
先
の
徹
底
）

︻
問
い
合
わ
せ
︼

 

各
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

 

環
境
交
通
安
全
課

 

内
線
２
３
１

　

市
内
で
犬
を
飼
っ
て
い
る
方

は
、
次
の
動
物
病
院
で
犬
の
登

録
と
注
射
済
票
の
受
け
取
り
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◆
動
物
病
院
一
覧
／

○
日
の
出
動
物
病
院

 
☎
０
１
８
７（
62
）９
９
２
１

○
く
さ
な
ぎ・動
物
ク
リ
ニ
ッ
ク

※
要
予
約

 

☎
０
９
０（
５
２
３
５
）２
４
３
２

○
熊
谷
動
物
診
療
所 
※
要
予
約

 

☎
０
１
８
７（
63
）７
０
７
１

○
コ
ス
モ
ペ
ッ
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク

 

☎
０
１
８
７（
62
）５
６
４
１

○
角
館
動
物
病
院

 

☎
０
１
８
７（
55
）１
１
１
５

○
佐
藤
犬
科
病
院

 

☎
０
１
８
７（
54
）２
２
４
３

○
み
ず
ひ
ら
動
物
病
院

 

☎
０
１
８
７（
42
）８
１
９
０

◆
持
参
す
る
も
の
／

○
犬
の
登
録

 

登
録
手
数
料
／
３
千
円

※
登
録
を
証
明
す
る
犬
の
鑑
札
が
交

付
さ
れ
ま
す
。

※
生
涯
に
１
回
、
犬
の
登
録
が
必
要

で
す
。

※
病
院
で
鑑
札
の
再
交
付
は
で
き
ま

せ
ん
。再
交
付
を
希
望
す
る
方
は
、

市
の
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
注
射
済
票
の
交
付

 

犬
の
鑑
札
ま
た
は
巡
回
注
射

案
内
は
が
き

※
は
が
き
は
、
春
と
秋
の
巡
回
注
射

前
に
市
か
ら
犬
の
所
有
者
に
郵
送

さ
れ
ま
す
。

 

注
射
済
票
交
付
手
数
料
／

５
５
０
円

※
病
院
で
予
防
注
射
を
受
け
た
日
以

外
に
交
付
手
続
き
を
す
る
場
合

は
、
病
院
発
行
の
注
射
済
証
明
書

を
持
参
し
、
市
の
窓
口
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

︻
問
い
合
わ
せ
︼

 

各
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

 

環
境
交
通
安
全
課

 

内
線
２
７
７

動
物
病
院
で
犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
の
受
け
取
り
が
で
き
ま
す

　
４
月
の
「
あ
き
た
ク
リ
ー
ン
強

調
月
間
」に
合
わ
せ
、全
市
一
斉
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
を
実
施
し
ま
す
。

※
回
収
し
た
ご
み
の
置
き
場
所
は
、

各
自
治
会
長
・
衛
生
団
体
管
理
者

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／

 

４
月
20
日（
日
）午
前
中

※
各
地
域
で
実
施
日
が
異
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。事
前
に
各
自
治
会

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
分
別
区
分
／
燃
や
せ
る
ご

み
、燃
や
せ
な
い
ご
み

※
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
燃
や
せ
る
ご
み

に
、汚
れ
て
い
る
び
ん
・
缶
類
は
燃

や
せ
な
い
ご
み
に
分
別
し
て
く
だ

さ
い
。

︻
問
い
合
わ
せ
︼

 

各
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

 

環
境
交
通
安
全
課

 

内
線
２
７
７

４
月
20
日︵
日
︶は
﹆全
市
一
斉
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

市の鳥を見てみませんか
カワセミ観察会

　大仙市の象徴として「市の鳥」に定められて
いるカワセミの観察会を行います。参加希望
の方は事前に申し込みください。
◆日時／４月19日（土）午前８時～（１時間程度）
※小雨決行。大雨・強風の場合は中止
◆会場／中川原コミュニティ公園堤防上（神宮寺）
※集合場所は同公園駐車場（岳見橋上流右岸野球場）
◆参加費／無料
◆持参するもの／雨がっぱ、長靴など
※双眼鏡をお持ちの方は持参ください。
◆案内／
 鈴木三郎さん（日本野鳥の会）

【問い合わせ・申し込み】
 総合政策課 内線229 市の鳥

「カワセミ」

参加者募集
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70
歳
か
ら
74
歳
の
方
の
医
療

費
の
窓
口
負
担
割
合
が
４
月
１

日
か
ら
次
の
と
お
り
に
な
り
ま

し
た
。（
現
役
並
み
所
得
者
を
除
く
）

　

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

︻
問
い
合
わ
せ
︼

 

国
保
年
金
課 

内
線
１
８
２

国
保
か
ら
の
大
切
な
お
知
ら
せ
で
す

70
歳
か
ら
74
歳
の
方
の
医
療
費
窓
口
負
担
割
合

出場者募集

第
26
回
秋
田
お
ば
こ
節

全
国
大
会

◆
部
門・出
場
資
格
／

 

︻
大
賞
の
部
︼

 

プ
ロ・ア
マ
問
わ
ず

 

︻
熟
年
の
部
︼
平
成
26
年
６
月

１
日
現
在
で
75
歳
以
上
の
方

 

︻
年
少
の
部
︼中
学
生
以
下

※
過
去
に
優
勝
ま
た
は
準
優
勝
し
た
方

は
同
じ
部
門
に
出
場
で
き
ま
せ
ん
。

◆
日
時
／
６
月
１
日（
日
）

 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆
会
場
／

 

大
曲
市
民
会
館・大
ホ
ー
ル

◆
定
員
／

 

︻
大
賞
の
部
︼１
０
０
人

 

︻
熟
年
の
部
︼50
人

 

︻
年
少
の
部
︼制
限
な
し

◆
参
加
費
／

 

︻
大
賞・熟
年
の
部
︼２
千
円

 

︻
年
少
の
部
︼１
千
円

◆
申
込
期
限
／
４
月
16
日（
水
）

︻
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
︼

 

秋
田
お
ば
こ
節
全
国
大
会
実

行
委
員
会
事
務
局

 

（
大
曲
市
民
会
館
内
）

 

☎
０
１
８
７（
63
）８
７
６
６

 

（
月
曜
休
館
） 

最
高
30
万
円
を
補
助

国
民
文
化
祭
を

一
緒
に
盛
り
上
げ
よ
う

　

市
で
は
、
今
年
秋
に
開
催
さ

れ
る「
第
29
回
国
民
文
化
祭
・
あ

き
た
２
０
１
４
」を
市
民
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
盛
り
上
げ
て
い
く

た
め
、
次
の
対
象
期
間
中
に
市

民
の
皆
さ
ん
が
企
画
・
提
案
し
、

主
体
と
な
っ
て
実
施
す
る
各
種

文
化
活
動
を
応
援
し
ま
す
。

　

詳
細
は
、
生
涯
学
習
課
と
各

公
民
館
に
用
意
し
て
い
る
申
請

書
類
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
期
間
／
７
月
４
日
か
ら

11
月
３
日
ま
で

◆
補
助
額
／
入
場
料
な
ど
の
収

入
を
除
い
た
経
費
の
10
分
の

８
以
内
で
、
限
度
額
は
１
団

体
30
万
円

◆
審
査
方
法
／
書
類
審
査
お
よ

び
面
接

◆
応
募
期
間
／
４
月
７
日
（
月
）

か
ら
30
日（
水
）ま
で
※
必
着

※
補
助
金
に
関
す
る
説
明
会
を
行
い

ま
す
。申
請
を
希
望
す
る
方
は
、で

き
る
だ
け
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

 

日
時
／
４
月
15
日（
火
）午
後
３
時
〜

 

会
場
／
大
曲
図
書
館
３
階
視
聴
覚
室

︻
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
︼

 

生
涯
学
習
課 

内
線
３
３
８

乳
幼
児・要
介
護
者
が

い
る
世
帯
に

ご
み
袋
30
枚
を
無
料
交
付

　

次
の
要
件
を
満
た
す
乳
幼
児
・

要
介
護
者
が
い
る
世
帯
に
燃
や

せ
る
ご
み
の
袋
30
枚
を
同
一
年
度

内
に
１
回
無
料
で
交
付
し
ま
す
。

※
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
方
に
は
、
出

生
届
を
提
出
し
た
際
に
そ
の
年
度

分
を
交
付
済
み
で
す
。

︻
乳
幼
児
が
い
る
世
帯
︼

 

対
象
／
平
成
25
年
４
月
１
日

以
降
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
が

い
る
世
帯

 

交
付
期
間
／

 

出
生
後
２
カ
年
度

 

持
参
す
る
も
の
／

 

母
子
健
康
手
帳

︻
要
介
護
者
が
い
る
世
帯
︼

 

対
象
／
要
介
護
４・５
と
認
定

さ
れ
在
宅
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
て
い
る
方
が
い
て
、
紙
お

む
つ
を
必
要
と
し
て
い
る
世
帯

 

持
参
す
る
も
の
／

 

介
護
保
険
被
保
険
者
証
、
紙

お
む
つ
使
用
確
認
書
（
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
の
記
名
と
認
め
印
が
必

要
で
す
）

︻
問
い
合
わ
せ・申
請
︼

 

各
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

 

環
境
交
通
安
全
課

 
内
線
２
７
５

どちらの場合も現役並み所得者の方は、これまでの３割負担のまま変わりません。

70 歳から 74 歳の方の医療費窓口負担割合

※70歳になる誕生日の翌月から
　（１日生まれの方は誕生日の月から）

昭和19年４月２日以降に生まれた方
（平成26年４月２日以降に70歳になる方）
負担割合／３割から２割に変わります

平成26年３月まで

３割

平成26年４月から

２割

↓

昭和19年４月１日までに生まれた方
（平成26年４月１日時点で70歳になっている方）

負担割合／１割で継続されます

平成26年４月から

１割

↓

平成26年３月まで

１割



い
つ
も
身
近
な
存
在
と
し
て
、

　
　
　
皆
さ
ん
の
生
活
を
支
え
ま
す

み
ん
な
の
地
域
公
共
交
通

【問い合わせ】 
総合政策課 ☎0187-63-1111

内線236・237

市民の生活の足となる
地域公共交通
利用実態の調査から得ら
れたニーズに応えるため、
見直しをしながら運行
しています
市では、今後も皆さんが
利用しやすい公共交通
を目指します

ニーズに応え
サービスを拡充 運転免許返納者へのサービス拡充

乗合タクシーの運行時刻を変更

４月から

14

﹁
免
許
返
納
者
割
引
回
数
券
﹂が

路
線
バ
ス
で
も

使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

市
で
は
、
運
転
免
許
を
警
察

署
や
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

に
返
納
し
た
方
な
ど
を
対
象
に
、

市
が
行
っ
て
い
る
公
共
交
通
シ
ス

テ
ム
の
利
用
料
金
が
半
額
に
な
る

割
引
回
数
券
を
１
０
０
枚
交
付
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、大
曲
・
神
岡
・
西

仙
北
・
協
和
・
南
外
・
仙
北
の
乗
合

タ
ク
シ
ー
、大
曲
の
循
環
バ
ス
、太

田
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、
西
仙

北
・
南
外
の
市
民
バ
ス
で
し
か
使

用
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
４
月

か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
拡
大
。市
内
を

走
る
羽
後
交
通
の
路
線
バ
ス
で

も
、
１
枚
あ
た
り
運
賃
を
１
０
０

円
割
引
く
回
数
券
（
１
乗
車
に
つ
き

１
枚
の
み
使
用
可
）
と
し
て
使
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◆
交
付
対
象
者
／
市
に
住
民
登
録

し
て
い
る
方
で
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方

○
警
察
署
ま
た
は
運
転
免
許
セ

ン
タ
ー
に
運
転
免
許
を
返
納
し

た
方

○
運
転
免
許
を
更
新
せ
ず
に
失
効

し
た
方

◆
申
請
方
法
／
運
転
免
許
を
返

納
し
た
こ
と
な
ど
を
証
明
す
る

次
の
い
ず
れ
か
の
書
類
を
持
参

し
、
各
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

ま
た
は
総
合
政
策
課
で
申
請

①
申
請
に
よ
る
運
転
免
許
の
取
消

通
知
書

②
運
転
経
歴
証
明
書

③
運
転
免
許
経
歴
証
明
書

※
②・③
は
発
行
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

※
各
書
類
の
発
行
に
つ
い
て
は
、
大
仙
警

察
署（
☎
０
１
８
７
―
６
３
―
３
３
５
５
）

ま
た
は
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
１
８
―
８
２
４
―
３
７
３
８
）
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
新
た
に
回
数
券
を
使
用
で
き
る

羽
後
交
通
の
バ
ス
路
線
／
市
内

を
運
行
す
る
次
の
14
路
線

 

横
手
大
曲
線
、角
間
川
線
、川
西

線
、千
屋
線
、長
信
田
線
、杉
山

田
線
、南
外
線
、イ
オ
ン
・
イ
ー

ス
ト
モ
ー
ル
線
、船
岡
線
、淀
川

線
、峰
吉
川
線
、稲
沢
線
、大
曲

角
館
線
、角
館
六
郷
線

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
一
部
路
線

利
用
し
や
す
い
運
行
時
刻
に
変
更

路
線
バ
ス
の
廃
止
に
伴
う
代

替
と
公
共
交
通
空
白
地
域

（
近
く
に
公
共
交
通
の
路
線
が
な
く
、
自

家
用
車
以
外
で
の
移
動
が
困
難
な
地
域
）

の
解
消
を
目
的
に
、
市
で
は
乗
合

タ
ク
シ
ー
を
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

既
存
路
線
の
利
用
実
態
や
利
用

者
か
ら
の
ニ
ー
ズ
を
受
け
、
４
月

か
ら
次
の
路
線
で
運
行
時
刻
を
変

更
し
、
よ
り
利
用
し
や
す
い
運
行

形
態
に
し
ま
し
た
。

　

沿
線
住
民
の
方
に
は
、
だ
い
せ

ん
日
和
３
月
号
お
知
ら
せ
版
と
一

緒
に
運
行
チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
い

ま
す
の
で
、
詳
細
は
そ
ち
ら
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

︻
変
更
路
線
︼

○
大
曲
／
中
山
線

○
南
外
／
西
板
戸
線
（
神
岡
支
所
行

き
）、西
板
戸
線（
南
外
支
所
行
き
）、

赤
平
後
野
線
（
神
岡
支
所
行
き
）、

赤
平
後
野
線
（
南
外
支
所
行
き
）、

大
杉
線

○
仙
北
／
板
見
内
線
、上
野
田
線



新
病
院
開
院
に
合
わ
せ
た

循
環
バ
ス
の
再
編
実
証
運
行

市
街
地
再
開
発
事
業
に
よ
り

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
整
備

さ
れ（
関
連
記
事
８
ペ
ー
ジ
）、新
病
院

（
大
曲
厚
生
医
療
セ
ン
タ
ー
）が
開
院
と

な
る
の
に
合
わ
せ
、
５
月
か
ら
循

環
バ
ス
の
再
編
実
証
運
行
を
開
始

し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
運
行
ル
ー
ト
を
若

干
変
更
し
た
順
回
り
運
行
（
左
路
線

図
の
青
で
示
し
た「
つ
つ
ど
ん
ル
ー
ト
」）

に
対
し
、逆
回
り
運
行（
左
路
線
図
の

赤
で
示
し
た
「
は
な
ち
ゃ
ん
ル
ー
ト
」）

を
新
た
に
始
め
る
ほ
か
、
平
成
27

年
３
月
ま
で
の
期
間
限
定
で
羽
後

交
通
の
路
線
バ
ス
（
右
ペ
ー
ジ
記
載

の
14
路
線
）
と
太
田
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
と
共
通
で
使
え
る
割
引
回

数
券
を
試
験
的
に
販
売
し
ま
す
。

︻
回
数
券
の
内
容
︼

○
２
０
０
円
×
13
枚
つ
づ
り
を

２
千
円
で
販
売
（
共
通
回
数
券
11

枚
、専
用
回
数
券
２
枚
）

 

共
通
回
数
券
／
循
環
バ
ス
、
太

田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、
羽
後

交
通
の
路
線
バ
ス
で
利
用
可

 

専
用
回
数
券
／
循
環
バ
ス
、太
田

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
で
利
用
可

※
詳
細
は
、
だ
い
せ
ん
日
和
５
月
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

循環バスルート逆回りを追加
お得な回数券発行

５月から

大
仙
市循環バスルート

逆回りを追加し
利便性アップ

どこで乗っても降りても200円

５月から逆回り「はなちゃんルート」を新設
順回り「つつどんルート」と５便ずつ交互運行

15
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↑法隆寺金堂壁画（第六号壁）空如模写「阿弥陀浄土図」（301㎝×251㎝）

大仙市太田町出身の仏画家・鈴
木空

くう

如
にょ

（1873-1946）の「法隆寺金
堂壁画」の模写画が仙台や東京
などで開催される特別展「法隆
寺-祈りとかたち-」（実行委員
会・法隆寺主催）に展示されます。
今回の特集では、仏教美術の継
承に人生を捧げた孤高の画家・
鈴木空如の生涯をたどります。

空如特
集

—普遍の美を追い求めて—
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明治６年▶小神成村13番（現在
の太田町小神成字桜木）に鈴木
虎之助・フミの三男として生ま
れる。本名は久治
明治21年 ▶長信田小学校を卒業
明治22年 ▶長信田小学校温習生
を退校。生家で農業に従事
明治25年～26年▶上京し、長山
蘭林に師事し画業を修める
明治27年 ▶日清戦争に従軍
明治28年 ▶日清戦争から帰還
明治32年 ▶東京美術学校（現在
の東京藝術大学）に入学。山名貫
義に師事
明治35年 ▶東京美術学校を卒業
※平福百穂・松岡映丘と同期
明治40年 ▶法隆寺金堂壁画をは
じめ日本の仏画像を模写および
制作 ※昭和20年まで
大正７年 ▶なを夫人と結婚
大正９年 ▶長女豊子誕生
大正14年 ▶長女豊子逝去
昭和７年 ▶新宿三越で鈴木空如
氏筆国宝名画模本展覧会を開催
同年▶東京・浅草寺で法隆寺金
堂壁画模本展覧会並びに講演会
を開催
昭和19年 ▶茨城県石岡市の書
家・赤津氏の別荘へ疎開
昭和21年 ▶箱根湯本の吉池旅
館・鈴木小枝氏（姪）方へ転養
同年７月 ▶逝去

鈴木空如（大正２年頃撮影）

＝鈴木空如の生涯＝

【仙台会場】
期間／開催中（４月13日（日）まで）
場所／仙台市博物館

【東京会場】
期間／４月26日（土）～６月22日（日）
場所／東京藝術大学美術館

【新潟会場】
期間／７月５日（土）～８月17日（日）
場所／新潟県立近代美術館

鈴木空如作品、64年ぶりの全国展

法隆寺
-祈りとかたち-

法
隆
寺
金
堂
壁
画
の
焼
損

　

飛
鳥
時
代
に
聖
徳
太
子
が
建
立

し
た
と
伝
え
ら
れ
る
奈
良
県
の
法

隆
寺
が
、
今
年
の
春
か
ら
夏
に
か

け
て
、宮
城
県
・
東
京
都
・
新
潟
県

の
美
術
館
や
博
物
館
で
特
別
展
覧

会
を
開
き
ま
す
。

　
法
隆
寺
は
、
現
存
す
る
世
界
最
古

の
木
造
建
築
物
群
と
し
て
、
平
成
５

年
（
１
９
９
３
年
）
に
日
本
で
初
め
て

ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
文
化
遺
産
に
登

録
さ
れ
ま
し
た
。法
隆
寺
に
伝
わ
る

文
化
財
は
数
万
点
に
も
及
び
、
美
術

工
芸
品
は
、国
宝
20
件
、重
要
文
化
財

１
２
５
件
を
有
し
て
い
ま
す
。展
覧

会
で
は
、
法
隆
寺
が
保
有
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
美
術
品
や
、
法
隆
寺
に
ち
な

ん
で
制
作
さ
れ
た
作
品
な
ど
を
一
堂

に
展
示
し
ま
す
。

　
展
覧
会
の
目
的
は
、
大
地
震
か
ら

の
復
興
祈
願
。東
日
本
大
震
災
の
発

生
か
ら
３
年
目
を
迎
え
る
今
年
は
、

新
潟
県
中
越
地
震
発
生
か
ら
10
年
目

の
節
目
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。展
覧

会
は
、
お
よ
そ
１
４
０
０
年
の
長
い

歴
史
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
苦
難
を
乗

り
越
え
現
在
に
至
っ
た
法
隆
寺
の
歴

史
を
踏
ま
え
、
震
災
か
ら
の
復
興
を

願
っ
て
開
催
す
る
も
の
で
す
。

　
法
隆
寺
が
乗
り
越
え
た
苦
難
の
中

で
広
く
知
ら
れ
て
い
る
の
が
、
昭
和

24
年
１
月
26
日
に
発
生
し
た
火
災
に

よ
る
法
隆
寺
金
堂
壁
画
の
焼
損
で

す
。文
化
財
保
護
法
が
つ
く
ら
れ
る

き
っ
か
け
と
も
な
っ
た
有
名
な
事
件

で
、歴
史
的
・
芸
術
的
価
値
が
高
い
と

さ
れ
て
い
た
壁
画
が
炎
で
焼
け
焦
げ

て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　
法
隆
寺
金
堂
壁
画
の
芸
術
的
価
値

は
、
明
治
時
代
初
期
か
ら
す
で
に
認

識
さ
れ
て
い
ま
し
た
。当
時
、長
い
時

間
の
経
過
に
よ
る
壁
画
の
傷
み
が
顕

著
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
貴
重
な
文

化
遺
産
で
あ
る
壁
画
を
守
ろ
う
と
い

う
機
運
が
高
ま
っ
て
い
ま
し
た
。昭

和
15
年
に
は
国
が
中
心
と
な
っ
て
４

人
の
日
本
画
家
を
中
心
に
４
つ
の
チ

ー
ム
を
組
織
し
、
壁
画
を
模
写
す
る

作
業
が
行
わ
れ
、
壁
画
保
存
へ
の
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
さ
な
か
に
発
生
し
た
金
堂
の

火
災
。日
本
の
仏
教
絵
画
の
代
表
作

で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
東
洋
美

術
史
上
に
お
い
て
も
重
要
な
金
堂
壁

画
が
修
復
し
が
た
い
大
き
な
傷
を

受
け
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
、
多
く
の

人
々
が
悲
し
み
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、こ
の
不
幸
な
事
件
は
、

そ
れ
ま
で
あ
ま
り
世
の
中
に
知
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
ひ
と
り
の
画
家
の
存

在
に
光
を
当
て
る
こ
と
と
な
っ
た
の

で
す
。そ
の
画
家
と
は
、鈴
木
空
如
。

大
仙
市
で
生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
画
家

は
、
仏
教
美
術
の
継
承
に
人
生
を
捧

げ
た
信
念
の
人
で
し
た
。
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普
遍
の
美
を
求
め
る
旅
路
へ

　

大
正
・
昭
和
期
の
美
術
界
で
は
、

画
家
た
ち
が
仲
間
同
士
で
さ
ま
ざ

ま
な
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、
作
品

の
展
覧
会
が
次
々
と
開
か
れ
て
い

ま
し
た
。展
覧
会
は
新
人
画
家
の

登
竜
門
で
あ
り
、
画
家
と
し
て
の

地
位
を
固
め
る
た
め
の
手
段
の
ひ

と
つ
。画
家
に
と
っ
て
は
重
要
な

作
品
発
表
の
場
で
し
た
。空
如
の

同
窓
生
に
は
、
平
福
百
穂（
仙
北
市

出
身
の
日
本
画
家
）
や
松
岡
映
丘
（
大

正
・
昭
和
初
期
に
活
躍
し
た
兵
庫
県
出

身
の
日
本
画
家
）
の
よ
う
な
名
だ
た

る
画
家
が
い
ま
す
。し
か
し
、空
如

は
華
や
か
な
画
壇
と
は
距
離
を
置

き
、仏
画
制
作
に
専
心
し
ま
し
た
。

　

イ
ン
ド
や
中
国
か
ら
伝
え
ら
れ

日
本
に
根
付
い
た
仏
画
を
正
し
い

形
で
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い̶

東
京
美
術
学
校
を
卒
業

し
た
空
如
は
、
仏
教
美
術
を
文
化

遺
産
と
し
て
後
世
に
残
す
こ
と

を
自
ら
の
使
命
と
考
え
ま
し
た
。

自
ら
の
信
仰
と
儀ぎ

軌き

（
仏
画
の
デ
ザ

イ
ン
的
な
規
則
）
に
基
づ
い
た
仏
教

美
術
に
普
遍
的
な
悠
久
の
美
を
探

る
と
い
う
、
時
の
画
壇
と
は
方
向

性
を
異
に
す
る
孤
高
の
道
を
歩
み

始
め
ま
す
。そ
し
て
、た
だ
ひ
と
り

で
、
ひ
た
す
ら
に
仏
画
の
模
写
に

打
ち
込
む
の
で
す
。

仏
教
美
術
と
出
会
う
ま
で

　

鈴
木
空
如
は
、
明
治
６
年

（
１
９
７
３
年
）、
小
神
成
村（
現
在
の

大
仙
市
太
田
町
小
神
成
）で
生
ま
れ
ま

し
た
。本
名
は
久
治
。代
々
肝き

も

煎い
り

を

務
め
た
鈴
木
家
の
６
人
き
ょ
う
だ

い
の
末
っ
子
で
し
た
。

　

地
元
の
学
校
を
卒
業
後
、
16
歳

か
ら
の
３
年
間
、
実
家
で
農
業
を

手
伝
い
な
が
ら
独
学
で
日
本
画
を

学
び
、18
歳
で
画
家
を
志
し
上
京
。

画
工
・
長
山
蘭
林
に
師
事
し
日
本

画
の
基
礎
を
身
に
つ
け
ま
す
。

　

明
治
26
年
に
隣
国
の
清
（
中
国
）

と
の
間
で
日
清
戦
争
が
勃
発
す

る
と
、21
歳
で
兵
役
に
従
事
。そ
の

後
、
明
治
29
年
に
戦
地
か
ら
帰
還

す
る
と
、明
治
31
年
、25
歳
で
か
ね

て
か
ら
志
望
し
て
い
た
東
京
美
術

学
校
（
現
在
の
東
京
藝
術
大
学
）
に
入

学
し
ま
し
た
。

　

同
校
で
は
、
日
本
の
古
美
術
や

仏
画
の
専
門
家
で
あ
る
山
名
貫
義

と
大
村
西
崖
に
教
え
を
受
け
ま

す
。こ
の
２
人
の
恩
師
の
指
導
と

助
言
の
下
、空
如
は
、さ
ま
ざ
ま
な

名
高
い
寺
院
や
博
物
館
を
訪
れ
ま

し
た
。数
々
の
仏
画
に
接
す
る
中

で
、仏
教
美
術
に
傾
倒
し
、知
識
と

理
解
を
深
め
ま
す
。そ
し
て
、仏
画

に
対
す
る
自
ら
の
思
い
を
次
第
に

強
く
し
て
い
く
の
で
し
た
。

空
如
の信念

-Kunyo's settled conviction-

仏
画
に
宿
る
心
を
「
模
写
」　

　

空
如
が
仏
へ
の
畏
敬
の
念
を
込

め
、
仏
教
美
術
の
正
統
的
な
継
承

を
目
標
に
掲
げ
て
取
り
組
ん
だ
仏

画
の
「
模
写
」。芸
術
分
野
に
お
け

る
模
写
は
、
作
品
づ
く
り
の
修
業

の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
原
画
の

も
つ
品
格
や
、
作
者
の
教
養
や
精

神
性
、
描
か
れ
た
歴
史
的
背
景
な

ど
、
作
品
を
支
え
る
芸
術
性
を
学

ぶ
た
め
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
に
伝
わ
る
古
美
術
品
は
、

時
間
の
経
過
で
色
合
い
が
味
わ
い

深
く
変
化
し
て
い
る
だ
け
で
は
な

く
、
作
品
を
守
り
伝
え
た
多
く
の

人
々
の
心
を
宿
し
て
い
ま
す
。特

に
、仏
画
・
水
墨
画
・
障
壁
画
な
ど

の
日
本
の
代
表
的
な
絵
画
様
式

は
、精
神
性
や
様
式
、図
様
、技
法

な
ど
を
時
代
を
超
え
て
継
承
し
て

き
ま
し
た
。

　

模
写
は
、
単
純
に
真
似
し
て
描

く
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。画
家

と
し
て
の
高
度
な
技
術
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
作
品
の
裏
側
に
潜
む

さ
ま
ざ
ま
な
事
象
を
丁
寧
に
読
み

取
り
、理
解
し
、作
品
づ
く
り
に
反

映
で
き
る
力
と
、
自
分
の
主
張
を

抑
え
、
原
本
を
制
作
し
た
作
家
に

気
持
ち
を
重
ね
る
こ
と
の
で
き
る

精
神
力
と
感
性
が
あ
っ
て
こ
そ
、

原
本
に
宿
る
心
を
表
現
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
。空
如
は
、そ
れ

ら
を
兼
ね
備
え
た
類
い
ま
れ
な
芸

術
家
で
し
た
。

　

富
や
名
声
を
求
め
る
こ
と
な

く
、
自
ら
の
作
品
づ
く
り
と
信
仰

を
一
体
に
し
て
、
魂
を
注
ぎ
込
む

よ
う
に
画
道
を
突
き
進
ん
だ
空

如
。暮
ら
し
向
き
は
決
し
て
順
風

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
仏

教
美
術
を
継
承
す
る
信
念
は
生
涯

に
わ
た
っ
て
貫
か
れ
て
い
ま
す
。

↑ 十三仏図（卒業制作） 1902年（明
治35年）［東京藝術大学所蔵］

↑ 空如が模写した図像抄
（十巻）模写本
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仏
画
の「
価
値
」を
巧
み
に
描
く

　

仏
画
師
・
鈴
木
空
如
は
、
国
宝

４
点
、
重
要
文
化
財
５
点
を
含
む

５
０
０
０
尊
を
超
え
る
仏
教
図
像

を
模
写
し
て
い
ま
す
。

　

図
像
と
は
、
儀
軌
に
基
づ
い
て

描
か
れ
た
如
来
・
菩
薩
・
諸
天
な
ど

の
画
像
の
こ
と
。儀
軌
と
は
、
密
教

に
お
い
て
も
ろ
も
ろ
の
仏
の
形
・
持

ち
物
・
宝
座
な
ど
を
規
定
し
た
も

の
で
す
。し
た
が
っ
て
、
創
作
的
な

仏
画
は
図
像
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

空
如
は
、数
々
の
古
仏
画
に
接
し
て

古
典
的
で
正
統
な
図
像
を
正
し
い

姿
で
残
す
こ
と
の
必
要
性
を
感
じ
、

優
れ
た
技
術
と
図
像
の
確
か
な
解

釈
で
そ
れ
を
実
践
し
ま
し
た
。

　

空
如
は
生
涯
清
貧
に
甘
ん
じ
な

が
ら
も
、
名
利
を
求
め
る
こ
と
な

く
、
法
隆
寺
金
堂
壁
画
十
二
面
の

原
寸
大
模
写
と
、
日
本
古
来
の
古

典
仏
画
の
模
写
を
画
家
と
し
て
の

使
命
と
し
、
こ
の
労
作
に
全
て
の

力
を
注
ぎ
ま
し
た
。原
本
が
持
つ

本
当
の
価
値
を
感
じ
取
り
、
正
確

に
写
し
取
る

―
画
家
で
あ
れ
ば

誰
で
も
で
き
る
と
い
う
の
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。仏
教
へ
の
深
い
理

解
と
古
仏
画
に
対
す
る
審
美
眼
、

そ
し
て
仏
教
美
術
に
普
遍
の
美
と

可
能
性
を
と
ら
え
た
空
如
だ
か
ら

こ
そ
な
し
得
た
技
な
の
で
す
。

1

3

2

空
如
の画業

-Kunyo's grand painting-
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← 空如は仏画の線や彩色はもちろん、文
字まで高度な技術で模写している（図
像抄）［大仙市所蔵］

1_法隆寺金堂壁画模写第十一号壁（普賢菩薩）［大仙市所蔵］
2_法隆寺金堂壁画模写第二号壁（半迦形菩薩）［大仙市所蔵］
3_如意輪観音［個人蔵］
4_孔雀明王［個人蔵（関連23ページ）］
5_金胎仏画帖 （金剛界諸尊形像 大日如来 一部）［個人蔵］
6_薬師寺麻布吉祥天像模写［大仙市所蔵］

6

5

4
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-Kunyo's tremendous achievement-

空
如
の偉勲

金
堂
壁
画
の
模
写
に
挑
む
　

　

空
如
が
残
し
た
功
績
の
中
で
最

も
特
筆
す
べ
き
は
、
法
隆
寺
金
堂

壁
画
十
二
面
の
模
写
で
す
。

　

昭
和
24
年
の
火
災
で
大
き
な
被

害
を
受
け
た
金
堂
壁
画
を
再
現
し

よ
う
と
、
国
が
42
年
か
ら
実
施
し

た
壁
画
再
現
事
業
で
は
、
総
勢
14

人
の
日
本
画
家
が
動
員
さ
れ
、
１

年
の
歳
月
と
巨
額
の
資
金
を
投

じ
、
最
新
の
設
備
を
使
っ
て
再
現

模
写
が
行
わ
れ
ま
し
た
。現
在
金

堂
の
壁
面
に
取
り
付
ら
れ
て
い
る

模
写
画
は
、
そ
の
と
き
に
作
ら
れ

た
も
の
で
す
。再
現
模
写
を
進
め

る
に
あ
た
り
、
道
し
る
べ
の
ひ
と

つ
と
な
っ
た
の
が
、
空
如
が
残
し

た
金
堂
壁
画
の
模
写
画
で
し
た
。

　

数
あ
る
仏
教
美
術
の
中
で
も
と

り
わ
け
法
隆
寺
金
堂
壁
画
に
魅
了

さ
れ
て
い
た
空
如
は
、画
家
・
桜
井

香
雲
が
明
治
17
年
頃
に
制
作
し
た

金
堂
壁
画
の
模
写
画
に
接
し
、
深

い
感
銘
を
受
け
、
自
ら
壁
画
模
写

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

空
如
は
、
生
涯
に
３
度
も
金
堂

壁
画
十
二
面
の
模
写
に
挑
み
ま

す
。20
年
に
も
及
ぶ
制
作
期
間
中
、

50
回
を
数
え
る
ほ
ど
奈
良
に
足
を

運
び
、
夏
場
の
冷
房
や
冬
場
の
暖
房

設
備
の
な
い
暗
い
空
間
の
中
で
、
汗

に
ま
み
れ
、
時
に
か
じ
か
む
指
を
息

で
温
め
な
が
ら
、
ろ
う
そ
く
の
明
か

り
だ
け
を
頼
り
に
大
紙
に
筆
を
走
ら

せ
、
つ
い
に
巨
大
な
壁
画
十
二
面
す

べ
て
を
３
度
も
描
き
上
げ
た
の
で
す
。

「
現
状
模
写
」と
い
う
手
法
で
写
し
取

っ
た
壁
画
は
、
変
色
や
剥は

く

落ら
く

な
ど
も

そ
の
ま
ま
に
、
精
密
な
筆
運
び
で
描

か
れ
て
お
り
、
そ
の
完
成
度
の
高
さ

は
当
時
壁
画
再
現
事
業
に
あ
た
っ
た

専
門
家
を
う
な
ら
せ
ま
し
た
。

　
空
如
が
深
く
心
酔
し
て
い
た
法
隆

寺
金
堂
壁
画
は
、空
如
の
死
後
、炎
に

焼
か
れ
、
修
復
が
困
難
な
ほ
ど
の
深

刻
で
大
き
な
傷
を
負
い
ま
し
た
。空

如
が
人
生
を
賭
け
て
臨
ん
だ
壁
画
模

写
が
、
結
果
と
し
て
法
隆
寺
金
堂
に

再
び
魂
を
吹
き
込
ん
だ
の
で
し
た
。

偉
業
を
た
た
え
て

　
市
で
は
、国
の
交
付
金
を
活
用
し
、

平
成
21
年
度
か
ら
22
年
度
に
か
け

て
、
鈴
木
空
如
資
料
調
査
研
究
事
業

を
実
施
し
ま
し
た
。調
査
の
結
果
、公

に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
下
書
き
の
絵

や
密
教
画
の
粉
本
（
研
究
や
参
考
に
す

る
た
め
模
写
し
た
絵
）を
は
じ
め
、
新
し

い
資
料
を
多
数
発
見
し
ま
し
た
。ま

た
、
県
内
外
に
分
散
し
て
保
管
さ
れ

て
い
た
金
堂
壁
画
十
二
面
３
組
の
比

較
検
討
を
初
め
て
実
施
。同
じ
壁
画

を
模
写
し
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
表
現

方
法
が
異
な
る
３
組
の
作
品
が
、
ど

の
よ
う
な
意
図
で
制
作
さ
れ
た
の
か

を
読
み
取
る
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
現
在
市
が
保
有
す
る
金
堂

壁
画
模
写
の
修
復
と
再
表
装
を
23
年

度
か
ら
実
施
。作
品
の
強
度
を
高
め
、

鑑
賞
で
き
る
状
態
に
整
え
て
い
ま

す
。24
年
３
月
に
は
、金
堂
壁
画
の
模

写
画
が
県
有
形
文
化
財
（
歴
史
資
料
）

の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

孤
高
の
道
を
歩
ん
だ
異
才
の
画

家
・
鈴
木
空
如
。普
遍
的
な
美
を
追
い

求
め
た
彼
が
残
し
た
唯
一
無
二
の
画

業
は
、
時
の
流
れ
と
と
も
に
そ
の
価

値
が
輝
き
を
放
ち
、
正
し
く
評
価
さ

れ
つ
つ
あ
る
の
で
す
。　
　
　
（
了
）

［
参
考
文
献
］信
仰
の
仏
画
師
鈴
木
空
如（
大

岸
佐
吉
著
・
春
秋
社
）、法
隆
寺
壁
画
模
写
に

一
生
を
捧
げ
た
画
家
鈴
木
空
如
（
秋
田
県
立

近
代
美
術
館
）、
画
聖
鈴
木
空
如（
太
田
町
公

民
館
）、
草
彅
清
次
郎
編
鈴
木
空
如
画
伯
傳

（
太
田
村
公
民
館
）、仙
北
風
土
記
下
巻（
秋
田

文
化
出
版
社
）、
鈴
木
空
如
資
料
調
査
研
究

事
業
報
告
書
Ⅰ・Ⅱ（
大
仙
市
教
育
委
員
会
）

↖法隆寺金堂壁画の下絵
（大仙市所蔵）

NHK「日曜美術館」に 
鈴木空如が登場します
NHK eテレで毎週日曜日朝９
時から放映中の番組「日曜美
術館」の５月18日分の放送で
鈴木空如が取り上げられま
す。ぜひご覧ください。

↑法隆寺金堂壁画を模写する空如
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　太田には、空如が卒業した旧長信田小学校跡
地に顕彰碑があります。これは、空如の功績をた
たえようと、旧長信田村（現在の太田地域）の住民
が中心となって顕彰会を組織し、239人から寄
付金を募って建てたものです。
　太田文化プラザには空如が描いた法隆寺金堂
壁画模写画の原寸サイズの複製品が展示されて
います。巨大で立派な作品からは、食べるためで
はなく信仰のために描いたという空如の生き方
が伝わってきます。
　現在、顕彰会のような組織はありません。仙台
で開催される法隆寺の展覧会には地元有志と見
学に行く予定ですが、そのような機会に作品の
理解を深め、地元の人間として空如の足跡を広
める活動に携わっていきたいと考えています。

　祖父・維一郎は空如の支援者とよく言われま
すが、祖父が残した手記を読むと、おそらく本人
は支援などというおこがましい考えはなく、空
如の作品はもちろん、彼の人間性に引かれ、共感
し、応援したかったのだと思います。
　祖父が残した空如の仏画およそ20点は今も自
宅で大切に保管しており、仏事のたびに祭壇に
飾ります。以前、県立近代美術館（横手市）で空如
作品の展覧会を行った際に所蔵品を貸し出しし
ましたが、我が家ではあくまでも「拝むもの」と
して接していた仏画が美術品として展示されて
いる風景に、不思議な気持ちになりました。
　祖父の50回忌にあたる今年、空如の作品が彼の
母校である東京藝術大学の美術館に展示される
とのこと。祖父も空如も喜んでいることでしょう。

佐藤公一 さん（大曲）

-経済面・精神面で空如を支えた佐藤維一郎氏の孫-

後藤光三 さん（太田）

-秋田県文化財保護協会太田支部長-

佐藤さん宅で保管されている孔雀明王（写真中央）

　空如は祖父の弟にあたります。まだ幼かった頃、葬式
などでたびたび帰省した空如に、大変かわいがってもら
いました。空如は、娘・豊子を幼くして亡くしています。
娘の姿を幼い私に重ねて見たのかもしれません。
　母に聞いた話では、祖父は、空如の生活を助けようと、
朝早くにおにぎりを入れた袋とわらじを腰にぶら下げ、
東京から送られてきた空如の絵の掛け軸を背負い、岩手
まで歩いてそれを売りに行ったといいます。この頃、叔
母たちが師範学校に進学していたこともあり、家計は楽
ではなかったはずですが、家族を挙げて空如を惜しみな
く支援していたようです。
　空如は自分の作品が100年後、200年後先に評価され
ればいいと考えていたようですが、それが今、少しずつ実
現しようとしているという実感はあります。埋もれつつ
あった作品が日の目を見るようになったのは本当にうれ
しいですし、静かに広まってもらえればと思います。

鈴木アイ さん（太田）

-空如の生家を守る -
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た
く
さ
ん
の
善
意
︱
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

寄
付・寄
贈

　第３回「ふるさと給食献立コンテスト」の表彰式が
２月27日、大曲交流センターで行われました。
　市の委託を受け学校給食の調理・配送を行っている
一般社団法人大仙市学校給食協会（有明秀太郎会長）が
主催。給食の献立を考えることを通じて給食に対する
関心を高めてもらおうと、大仙市学校給食総合センタ
ーが配食している大曲と南外の９小学校の５年生児
童を対象に実施したものです。審査の結果、応募総数
251点の中から加藤伯さん（大川西根小）が考案した「食
感楽しい色どりすぶた」が最優秀賞に選ばれました。

▼ 上位入賞した児童９人に表彰状が贈られた表彰式（写真前列
中央が最優秀賞に輝いた加藤さん）

ふるさと給食献立コンテスト
「色どりすぶた」が最優秀賞

　花館のサケまつり「サケの旅立ち」が３月11日、花館
の玉川橋下流の河川敷で行われ、卒業を間近に控えた
花館小学校（藤原保子校長・児童数396人）の６年生71人が
サケの稚魚を放流しました。
　環境保護や命の尊さ、花館地区に100年以上前から
伝わるサケを通じた食文化などを子どもたちに知っ
てもらおうと、花館地区コミュニティ会議（佐藤正雄会
長）が５年前から行っているもの。子どもたちは、サケ
のように自分たちも大きく成長して地元に戻ってくる
ことを誓いながら、稚魚およそ５万匹を放流しました。

花館のサケ祭り「サケの旅立ち」
大きくなって帰ってきてね

▲玉川にサケの稚魚を放流する子どもたち

【だいせんニューストピックス】

　大曲ロータリークラブ（嘉藤
隆会長）から時計・観葉植物・ラ
ックを寄贈いただきました。
　市内で社会奉仕活動を展開
している同クラブ。今年創立
55周年を迎えるにあたり、記
念事業として寄贈したもの。
寄贈品は、４月２日に移設オ
ープンする「市民活動支援セ
ンター」（大曲通町）内に設置さ
れる予定です。

大曲ロータリークラブ
−時計・観葉植物・ラック−

　秋田仙北ライオンズクラブ
（中村秀男会長）が交通安全のお
守りを高梨小学校と横堀小学
校に寄贈しました。
　寄贈は、同クラブが新入学児
童の交通事故防止の願いを込
めて昨年から実施。親しみやす
い犬をデザインしたお守りは、
地域の方が手づくりしたもの
で、両小学校の入学式の日に
新入学児童に手渡されます。

秋田仙北ライオンズクラブ
−交通安全お守り 80 個−

　株式会社協和振興開発公社
（久米正雄代表取締役）が東日本
大震災の義援金として、29万
3,386円を日本赤十字社秋田支
部に贈呈しました。
　同公社は協和地域の観光施
設などを管理運営。３年前から
協和スキー場のリフトの利用
回数に応じて収益金の一部を
義援金に充てる活動を実施し
ています。

協和振興開発公社
−東日本大震災義援金−

▼ 横堀小の渡部英行校長にお守り
を渡す中村会長（写真左）
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The Track of Glory

県南卓球道場スポーツ少年団（野本一郎代表）
秋田県総合卓球選手権大会／団体戦 優勝
※ 写真右から加藤柚咲さん（大曲中・３年）、粟津優衣
さん（大曲南中・２年）、加藤杏奈さん（大曲中・１年）

　NPO法人大曲ふれあい会
（深谷久和理事長）からロウソク
2,000本を寄贈いただきました。
　寄贈品は、市内の寺院などか
ら回収した使用済みのロウソ
クを再加工したもので、同会が
運営する精神障がい者作業施
設の利用者が製作。福島県相
馬市で被災者支援活動をして
いる一般社団法人「震災支援ネ
ット・相馬」に届けられました。

大曲ふれあい会
−手づくりロウソク 2,000 本−

功
績
を
た
た
え
て
︱
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

表
彰・感
謝
状

　太田公民館が第66回優良公
民館表彰で文部科学大臣表彰
を受けました。
　優良公民館表彰は、地域住
民の学習活動に大きく貢献し
ている公民館を表彰する制
度。同公民館が実施している
地元の子どもたちを対象にボ
ランティアが学習支援する
「太田キッズ学びぃ教室」事業
が評価されたものです。

太田公民館
−優良公民館表彰−

　「大曲花火倶楽部」（挽野実之
会長）が第４回地域再生大賞の
優秀賞を受賞しました。
　同大賞は、地域活性化に取
り組む団体を支援しようと全
国の地方新聞社と共同通信社
が設けた表彰。花火イベント
の通年開催や花火鑑賞士認定
試験の創設など、花火を前面
に押し出した地域づくり活動
が高く評価されたものです。

大曲花火倶楽部
−地域再生大賞−

　「平成26年全国広報コンクール」への県推薦作品の
審査が行われ、「写真の部」で「だいせん日和」が県代
表に選ばれました。
　同コンクールは財団法人日本広報協会が主催。地方
自治体の広報活動向上のため、昭和39年から実施して
います。推薦されたのは「刈和野の大綱引き」前哨戦の
「押し合い」を撮影した平成25年３月号の表紙写真。審
査員からは「モノクロ写真から熱気と躍動感が伝わる」
「祭りの熱気が伝わる。白黒が効果的」などの評価を受
けました。同コンクールへの出品は、市町村合併以降
では８年連続９回目です。

「広報だいせん日和」が全国コンクールへ出品
市広報紙が８年連続の県推薦

▲ 全国コンクールへの推薦を受けた「広報だいせん日和」

日ごろの練習と努力の成果を発揮し、さまざ
まな分野で優れた成績を収めた「だいせん」

の子どもたち。その活躍の記録をご紹介します。     
※１月20日～３月19日成績報告受け付け分

広報見聞録
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３月号・３月号お知らせ版へのお便り

内訳／　感想34

今回寄せられたのは　34通

お便りお待ちしています
「お便り広場」は皆さんのページです。
市政に対する質問・意見など、皆さんの
遠慮のない声をお聞かせください。
宛先はこちら
〒 014-8601
だいせん日和「お便り広場」係
住所、氏名、年齢を明記の上、手紙・はがき、
ファクス（0187-63-1119）またはEメール
（kouhou@city.daisen.akita.jp）で送ってく
ださい。Eメールの場合は件名に「お便
り広場」と記入してください。

総
合
的
な
雪
対
策
計
画
を
策
定

　
大
仙
市
に
お
け
る
雪
下
ろ
し
作
業
な
ど

で
の
事
故
に
よ
る
死
者
５
名
、
負
傷
者
20
名

の
人
的
被
害
に
つ
き
ま
し
て
、
亡
く
な
ら
れ

た
皆
さ
ま
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
と
と
も
に
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
さ
ま
に

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
23
年
か
ら
４
年
連
続
の
大
雪
と
な

っ
た
今
冬
は
、
雪
に
よ
る
事
故
の
死
者
が
大

仙
市
を
含
め
全
県
で
17
名
に
上
っ
て
お
り
、

う
ち
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
13
名
を
占
め

る
現
状
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。（
注
…

平
成
26
年
２
月
24
日
現
在
）

　
人
口
減
少
・
高
齢
社
会
の
進
展
と
豪
雪
地

帯
と
い
う
地
理
的
条
件
が
重
な
る
本
県
に

あ
っ
て
は
、
雪
処
理
の
担
い
手
不
足
に
よ

り
、
自
力
で
は
除
排
雪
が
困
難
な
高
齢
者
な

ど
の
い
わ
ゆ
る「
除
排
雪
弱
者
」の
増
加
や
、

雪
の
重
み
に
よ
る
倒
壊
の
恐
れ
の
あ
る
空

き
家
の
増
加
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
雪
対
策
で

は
立
ち
行
か
な
く
な
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。市
で
は
、
25
年
か
ら
総
合
的
な
雪
対
策

計
画
の
策
定
を
26
年
９
月
を
め
ど
に
進
め

て
お
り
、
降
雪
期
に
お
い
て
も
、
市
民
が
安

全
・
安
心
な
日
常
生
活
が
送
れ
る
よ
う
施
策

の
推
進
に
努
め
ま
す
。

被
災
地
の
復
興
支
援
を
継
続
　

　
未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本

大
震
災
か
ら
間
も
な
く
３
年
を
迎
え
ま
す
。

　
大
仙
市
で
は
、
被
災
地
の
災
害
廃
棄
物
の 受

け
入
れ
を
い
ち
早
く
進
め
た
ほ
か
、
復
興

業
務
応
援
と
し
て
宮
古
市
へ
の
職
員
派
遣

を
継
続
す
る
な
ど
復
興
に
必
要
な
支
援
を

続
け
て
い
ま
す
。ま
た
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
支
援
活
動
や
市
内
小
・
中
学
校
に

よ
る
被
災
地
と
の
交
流
活
動
も
行
わ
れ
る

な
ど
、
官
民
一
体
の
活
動
を
展
開
し
て
き
ま

し
た
。

　
今
な
お
、
被
災
者
の
多
く
が
仮
設
住
宅
で

の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、
復
興
へ

の
歩
み
が
進
ま
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る

と
感
じ
て
い
ま
す
が
、
大
仙
市
と
し
て
は
、

同
じ
東
北
人
と
し
て
、
被
災
地
が
望
む
可
能

な
限
り
の
支
援
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
町
村
合
併
か
ら
ま
も
な
く
10
年

　
26
年
度
は
合
併
か
ら
10
年
を
迎
え
ま
す

が
、
国
か
ら
合
併
市
町
村
へ
の
財
政
面
で
の

優
遇
期
間
で
あ
る
「
合
併
特
例
期
間
」
の
最

終
年
度
で
も
あ
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
財
政
規
模
の
縮
小
が
避
け
ら
れ

な
い
状
況
と
な
る
こ
と
か
ら
、
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
よ
り
一
層
の
施
策
の
「
選
択
と
集

中
」
が
必
要
に
な
り
ま
す
。こ
れ
ま
で
取
り

組
ん
で
き
た
行
財
政
改
革
と
同
様
、
26
年
度

か
ら
の
ス
タ
ー
ト
を
予
定
し
て
い
る
第
３

次
行
政
改
革
大
綱
の
取
り
組
み
を
着
実
に

推
進
す
る
ほ
か
、
住
民
福
祉
な
ど
優
先
す
べ

き
取
り
組
み
や
、
人
口
減
少
や
産
業
振
興
な

ど
の
諸
課
題
に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も
変
わ

ら
ぬ
姿
勢
で
臨
み
ま
す
。

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
２
ペ
ー
ジ
へ
）

「人が活き、人が集う、夢
のある田園交流都市」の創

造に向け̶

施政方針演説
平成26年度

全文は市ホームページ（http://
www.city.daisen.akita.jp/）に

掲載しています。

平成26年第１回大仙市議会
定例会が２月24日に開かれ

、

栗林市長が新年度の施政方
針演説を行いました。

市町村合併による大仙市誕
生からまもなく10年。

大きな節目を前に、市民が
希望を持てるまちづくりへ

の

決意を表明した演説内容を
抜粋してお伝えします。
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1
お知らせ版

お知らせ版 だいせん日和

www.city.daisen.akita.jp

だいせん広 報
2014

3月
vol.215

広 報

静寂、解き放つ
刈和野の大綱引き（２月10日

）

広
報
だ
い
せ
ん

び 　　　  よ     り

おおきなせなかに ̶ 夢を乗せ未
あ

来
す

に羽ばたく元気なまち

だいせん日和
2014

3月
vol.214

皆
さ
ん
か
ら
の
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
お
便
り
を
い
た
だ
き
ま
し
た

が
紙
面
の
都
合
で
全
て
の
お
便
り
を
掲
載

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

あ
り
が
と
う
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は

が
き
に
感
動
し
ま
し
た
。子

ど
も
も
大
人
も
絵
や
文
字
か
ら
あ
ふ

れ
る
温
か
さ
を
感
じ
ま
し
た
。「『
あ

り
が
と
う
』
を
伝
え
る
相
手
が
そ
ば

に
い
る
こ
と
に
感
謝
！
」と
、自
分
に

言
い
聞
か
せ
ま
し
た
。

　
太
田　
50
代
男
性

普
段
か
ら
健
康
に
関
し
て
注
目

し
て
い
ま
す
が
、「
健
康
の
達

人
」
を
読
む
と
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。い
つ
起
こ
る

か
も
し
れ
な
い
病
気
や
手
術
。病
院

に
行
っ
た
と
き
で
な
い
と
聞
け
な
い

こ
と
も「
健
康
の
達
人
」を
読
ん
で
い

れ
ば
少
し
は
安
心
で
す
ね
。

大
曲　
50
代
女
性

長
い
冬
も
終
わ
り
、春
の
日
差
し

を
感
じ
る
季
節
に
な
り
ま
し

た
。慣
れ
て
い
る
と
は
い
え
毎
日
の

除
雪
は
つ
ら
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
年
の
冬
は
違
い
ま
し

た
。
朝
の
除
雪
で
玄
関
前
や
車
庫
前

に
重
い
雪
が
な
か
っ
た
の
で
す
。
市

の
指
導
か
業
者
の
気
配
り
で
し
ょ
う

か
、
そ
の
見
事
な
除
雪
に
毎
朝
、
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

業
者
の
方
々
に
「
ご
苦
労
さ
ま
で
し

た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
」
と
伝
え

た
く
て
お
便
り
し
ま
し
た
。

大
曲　
30
代
女
性

県
外
か
ら
転
入
し
て
き
て
数
年
、

市
政
に
関
心
を
も
っ
て
生
活

し
て
い
ま
す
。完
成
が
近
づ
い
て
い
る

新
病
院
。期
待
す
る
の
は
、
大
き
さ
や

設
備
の
新
し
さ
だ
け
で
は
な
く
信
頼

で
き
る
優
れ
た
お
医
者
さ
ん
や
、
よ

り
良
い
医
療
環
境
を
誇
れ
る
病
院
で

あ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。こ

の
情
報
社
会
、
良
い
評
判
は
市
外
や

県
外
の
人
を
招
く
こ
と
に
も
つ
な
が

り
、
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
多
少

な
り
と
も
一
翼
を
担
う
と
思
い
ま
す
。

大
曲　
男
性

表
紙
の
写
真
が
と
て
も
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
で
す
ね
。Ｃ
Ｉ
Ｒ
の

マ
イ
ル
ズ
・
ニ
ー
ル
さ
ん
の
体
験
記

は
臨
場
感
が
あ
り
、
一
緒
に
参
加
し

て
い
る
気
分
に
な
り
ま
し
た
。イ
ケ

メ
ン
な
マ
イ
ル
ズ
さ
ん
の
活
躍
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

神
岡　
20
代
女
性

さ
く
ら
大
福
と
い
う
商
品
が
あ

る
の
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

お
い
し
そ
う
で
す
ね
。道
の
駅
か
み
お

か
は
家
か
ら
近
い
の
で
、家
族
を
誘
っ

て
行
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

大
曲　
20
代
女
性

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
の
開
局
を

心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

大
曲　
70
代
女
性

い
ろ
い
ろ
な
伝
統
行
事
が
紙
面

一
杯
に
載
っ
て
い
た
の
で
、

自
分
も
そ
の
場
に
い
る
よ
う
な
感
じ

が
し
ま
し
た
。

大
曲　
50
代
男
性

刈
和
野
の
大
綱
引
き
の
迫
力
が

伝
わ
る
表
紙
写
真
で
す
ね
。

大
曲　
40
代
男
性

レ
シ
ピ
の
コ
ー
ナ
ー
に
載
っ
て
い

た
「
あ
れ
こ
れ
が
ん
も
ど
き
」

は
、
い
ろ
い
ろ
な
材
料
が
使
わ
れ
て
い

る
の
で
栄
養
満
点
で
す
ね
。シ
メ
ジ
だ

け
で
な
く
、い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
キ
ノ

コ
を
入
れ
て
作
っ
て
み
た
い
で
す
。

大
曲　
60
代
女
性

だ
い
せ
ん
の
冬
、丸
か
じ
り
の
ペ

ー
ジ
で
最
初
に
目
に
入
っ
た

無
邪
気
な
子
ど
も
の
写
真
。雪
を
口

に
入
れ
て
い
る
姿
が
か
わ
い
い
で
す

ね
。２
月
に
行
わ
れ
た
小
正
月
行
事

の
写
真
は
、
夜
と
は
い
え
き
れ
い
に

撮
れ
て
い
る
の
で
感
心
し
ま
し
た
。

西
仙
北　
60
代
男
性

建
元
が
飛
び
上
が
っ
て
い
る
刈

和
野
の
大
綱
引
き
の
迫
力
あ

る
表
紙
写
真
、
す
ご
い
で
す
ね
。見
事

に
と
ら
え
て
い
ま
す
ね
。こ
れ
か
ら

も
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

協
和　
60
代
男
性

小
正
月
行
事
の
「
大
曲
の
綱
引

き
」。今
年
の
厄
払
い
の
年
代

会
は
昭
和
48
年
生
ま
れ
の
人
た
ち
。

「
銀
嶺
」
の
は
ん
て
ん
姿
に
は
勇
士
を

感
じ
ま
し
た
。厄
年
と
い
う
節
目
の

年
を
迎
え
、
先
輩
た
ち
か
ら
受
け
継

い
だ
地
域
の
伝
統
行
事
に
携
わ
る
こ

と
で
培
わ
れ
た
絆
は
、
一
生
の
宝
物

で
し
ょ
う
。次
の
世
代
に
つ
な
げ
る

た
め
に
も
、
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を

お
祈
り
し
て
い
ま
す
。大

曲　
40
代
女
性

26



　

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
貢
献
活
動
を
展
開

し
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
、「
広
報
だ
い

せ
ん
日
和
」紙
上
に
も
た
び
た
び
登
場
す

る「
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
」。市
内
に
は
、

大
曲・大
曲
南・大
曲
中
央・大
曲
仙
北
の

４
つ
の
ク
ラ
ブ
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
独
自

に
多
方
面
に
わ
た
る
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
発
祥
の
地
は
、

ア
メ
リ
カ
・
シ
カ
ゴ
。20
世
紀
初
頭
、著
し

い
社
会
経
済
の
発
展
の
陰
で
、
商
業
道

徳
の
欠
如
が
目
に
つ
く
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。こ
の
風
潮
に
耐
え
か
ね
た
青

年
弁
護
士
ポ
ー
ル
・
ハ
リ
ス
が
お
互
い
に

信
頼
の
で
き
る
公
正
な
取
引
を
し
、
仕

事
上
の
つ
き
あ
い
が
そ
の
ま
ま
親
友
関

係
に
発
展
す
る
よ
う
な
仲
間
を
増
や
し

た
い
と
い
う
趣
旨
で
設
立
し
た
の
が
ロ

ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
す
。ロ
ー
タ
リ
ー
は

「
集
会
を
各
事
業
所
持
ち
回
り
で
開
く
」

こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

現
在
は
、２
０
０
以
上
の
国
々
に
お
よ
そ

３
万
４
６
０
０
の
ク
ラ
ブ
が
存
在
し
、県

内
で
も
42
の
ク
ラ
ブ
が
活
動
し
て
い
ま

す
。市
内
の
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
も
活
動

の
歴
史
は
長
く
、大
曲
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
は
今
年
創
立
55
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

（
関
連
記
事
24
ペ
ー
ジ
）

　
４
ク
ラ
ブ
の
会
員
数
は
合
計
82
人（
平

成
26
年
１
月
末
現
在
）。各
ク
ラ
ブ
は
定
期

的
に
例
会
を
設
け
、
活
動
の
計
画
を
立

て
た
り
、状
況
報
告
を
行
っ
た
り
し
て
い

ま
す
。４
ク
ラ
ブ
合
同
の
取
り
組
み
と

し
て
、
平
成
22
年
か
ら
発
展
途
上
国
に

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
贈
る
た
め
に
役
立

て
て
も
ら
お
う
と
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ

ャ
ッ
プ
を
回
収
す
る
事
業
を
行
っ
て
い

る
ほ
か
、毎
年
７
月
に
実
施
し
て
い
る
丸

子
川
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
に
も
参
加
。ま

た
、ネ
パ
ー
ル
で
の
眼
科
医
療
の
支
援
に

会
員
が
参
加
す
る
な
ど
、
国
際
奉
仕
活

動
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。　
　

だいせんのキラメキ発掘！地域のとっておき情報を紹介します 地
ち

域
い き

‘特
と く

鮮
せ ん

’

［写真］４クラブ合同で継続的に実施している
エコキャップの寄贈

～社会貢献活動に取り組む～
だいせんの

「ロータリークラブ」
【取材協力】
大曲中央ロータリークラブ

平成25年度「コメ粉」を活用した特産品・アイディア料理コンテスト

それがみそ
〜平成25年度優秀賞作品〜

① こがしバターを作る。
② 卵白を泡立て、はちみつを加え
てさらに混ぜる。砂糖を２、３
回に分けて加え、よく混ぜる。
さらに、みそを加え、なめらか
になるまで混ぜる。

③ ②に米粉とアーモンドプード
ルをふるい入れ、粉っぽさがな

くなるまで混ぜる。
④①を少しずつ加え生地をつくる。
⑤ 型に流してトッピング用に刻
んだいぶりにんじんをのせ、オ
ーブン（190℃）で10分ほど加熱
する。

⑥ 焼けたら網などに上げてよく
冷ます。

【作り方】

米粉 ………………………… 100ｇ
アーモンドプードル …………60ｇ
砂糖 ………………………… 100ｇ
バター……………………… 150ｇ
卵白 ………………………… 150ｇ

はちみつ …………………大さじ１
みそ ……………………………30ｇ
いぶりにんじん ………………少々
※ トッピング用にあらかじめ刻んで
おくこと

【材料】　　　  　  　  材料代／１人分（４個分）300円

優秀賞の「それがみそ」は、２月28日に行われたコン
テストに出品された12作品の中から選ばれました。

優秀賞受賞者は
加工グループ「米夢」の皆さんです
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パ
ソ
コ
ン
か
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w
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agari-m
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携
帯
電
話
か
ら http://w

w
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.om
agari-m

ed.or.jp/i/

大
曲
仙
北
医
師
会
か
ら
の
便
り

※「大曲仙北医師会」は、大仙市、仙北市、美郷町の医師で組織しています

Medical Chart  no.82

平
成
21
年
４
月
中
旬
に
メ
キ
シ

コ
で
発
生
し
た
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
世
界
的

大
流
行
）と
な
り
、
死
亡
者
は
全
世
界
で

１
万
８
千
人
超
に
達
し
ま
し
た
。日
本

で
は
医
療
環
境
が
良
く
死
亡
率
は
諸

外
国
よ
り
低
値
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も

２
０
３
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。当

時
、
秋
田
県
で
は
６
月
11
日
に
仙
北
市

で
発
生
、
メ
キ
シ
コ
か
ら
当
地
域
ま
で

わ
ず
か
２
カ
月
で
広
が
っ
た
わ
け
で
全

世
界
的
な
交
流
の
多
さ
が
う
か
が
わ
れ

ま
す
。当
地
は
新
幹
線
経
由
で
は
秋
田

県
の
窓
口
で
す
し
、
空
港
も
あ
り
中
国

と
の
間
の
出
入
国
者
も
多
い
と
い
う
状

況
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ（
以
下
イ
ン
フ
ル
）

情
報
に
は
常
に
目
を
光
ら
せ
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。特
に
Ｈ
５
Ｎ
１
鳥
イ

ン
フ
ル
感
染
は
罹り

患か
ん

者し
ゃ

累
計
６
５
０

人
、
死
亡
者
３
８
６
人（
死
亡
率
59
％
）と

W
Ｈ
Ｏ
で
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
平

成
25
年
3
月
31
日
に
は
中
国
で
Ｈ
７
Ｎ

９
鳥
イ
ン
フ
ル
の
人
感
染
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。一
時
、鎮
静
化
も
平
成
26
年
に

入
り
急
増
、
２
月
４
日
時
点
で
罹
患
者

累
計
２
８
５
人
、
死
亡
79
人（
死
亡
28
％
）

と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。公
式
な
人̶

人
感
染
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
気

に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

現
在
、
日
本
で
は
平
成
25
年
４
月

13
日
に「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
対
策
特
別
措
置
法
」
が
施
行
さ
れ
対

策
を
急
い
で
い
ま
す
。パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

発
生
時
に
は
医
療
機
関
で
も
職
員
の
40

％
が
罹
患
す
る
と
想
定
さ
れ
て
お
り
、

大
曲
仙
北
医
師
会
で
は
そ
の
よ
う
な
状

況
下
で
も
診
療
が
継
続
で
き
る
よ
う
各

医
療
機
関
で
医
療
継
続
計
画
を
作
成
し

準
備・対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

最
近
、短
期
間
で
大
量
の
ワ
ク
チ
ン

を
製
造
で
き
る
「
細
胞
培
養
法
」

を
用
い
た
ワ
ク
チ
ン
製
造
が
承
認
さ

れ
、
半
年
で
１
億
人
分
の
ワ
ク
チ
ン
を

用
意
で
き
る
見
通
し
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
フ
ル
ミ
ス
ト
と
い
う
点
鼻
用
生

ワ
ク
チ
ン
が
欧
米
で
開
発
さ
れ
２
〜
７

歳
の
年
代
で
効
果
が
高
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
50
代
以
上
は
使
用
で
き
な
い
な

ど
、
種
々
の
制
約
も
あ
る
よ
う
で
す
。さ

ら
に
、新
た
な
抗
イ
ン
フ
ル
薬（
ア
ビ
ガ
ン

錠
®
）
が
厚
生
労
働
省
か
ら
製
造
承
認
を

受
け
る
見
通
し
で
す
。タ
ミ
フ
ル
®
な
ど

と
は
異
な
り
細
胞
内
ウ
イ
ル
ス
複
製
を

阻
害
す
る
作さ

用よ
う

機き

序じ
ょ

の
薬
剤
で
、
薬
剤

耐
性
ウ
イ
ル
ス
、
鳥
由
来
高
病
原
性
ウ

イ
ル
ス
な
ど
、幅
広
い
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ウ
イ
ル
ス
に
対
し
て
効
果
を
示
す
こ
と

が
確
認
さ
れ
、パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
対
策
の
切

り
札
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
年
々
新
た
な
薬
剤
や

ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
行
政
面

で
の
対
応
も
あ
り
ま
す
が
、
基
本
は
ワ

ク
チ
ン
接
種
、環
境
対
策（
換
気
・
保
湿
）、

う
が
い
、手
洗
い
、マ
ス
ク
着
用（
咳
エ
チ

ケ
ッ
ト
）、
十
分
な
睡
眠
〜
体
力
温
存
な

ど
地
道
な
対
策
に
つ
き
ま
す
の
で
ご
励

行
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

大 曲 仙 北 医 師 会
池田医院
池田　芳信　院長
大曲中通町４-20
0187--63--3338　

A Talk about “Influenza-Recent topics-"

インフルエンザ 最近の話題
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中央（大曲保健センター内／大曲）	
健康増進センター

西部（西仙北庁舎内／神岡・西仙北・協和・南外）
東部（中仙庁舎内／中仙・仙北・太田）

☎0187-62-1015
☎ 0187-62-9301

☎ 0187-75-0476
☎ 0187-56-7211

問い合わせは各健康増進センターへ

健康通信
健康は日々のチェックから
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４月は「秋田県はしか排除推進月間」
麻しん風しん混合予防接種（MR）

　麻しん（はしか）は感染しやすく重い病気で、かかっ
た人の中には、脳炎などの重い合併症を起こす場合
があります。予防接種を受けずにはしかにかかった
場合には、数千人に１人の割合で死亡したりするこ
ともあります。
　現在、麻しん（はしか）が流行しています。未接種の方
は早めに接種しましょう。４月から６月までに接種す
ることが望ましいとされているため、第２期の対象の
方は早めの接種をお勧めします。
◆平成26年度の接種対象者／
 【第１期】生後12カ月～24カ月未満児
※満１歳になったら早めに接種しましょう。

 【第２期】平成20年４月２日～21年４月１日生まれ
 （小学校入学前の１年間）
※麻しん風しんは１回の予防接種では十分な免疫がつかなかっ
たり、時間の経過とともに免疫力が落ちたりする場合があり
ます。そのため確実な予防には２回の予防接種が必要です。
◆接種費用／無料
◆無料接種期限（第２期）／平成27年３月31日
◆予診票／出生時に配付している「予防接種予診票」
のつづりの中にある予診票を確認ください。

※転入等で予診票の無い方、または紛失した方は母子健康手
帳を持参の上、最寄りの健康増進センター各分室までお越
しください。

６月ごろまで早めに接種しましょう
二種混合予防接種（ジフテリア・破傷風）

　予診票と実施医療機関一覧は４月に小学校を通じ
て配布します。医療機関によって接種日や受付時間が
異なりますので、事前に電話で予約して接種してくだ
さい。転入等で通知の届いていない方は、最寄りの健
康増進センター各分室にご連絡ください。
◆接種対象年齢／市に住民登録している小学６年生

（平成14年４月２日～15年４月１日生まれ）
◆接種費用／無料

　三種混合予防接種終了後に二種混合予防接種を
追加接種することで、免疫効果がより高まります。
※ 三種混合予防接種を未接種、または接種を終えていない場
合は接種が必要です。母子健康手帳を確認し、接種を希望
する医療機関の医師にご相談ください。その際は任意接種
となるため接種費用がかかります。

　市では、こころの健康についてカウンセリングを
行う「ほっとスペース」を開いています。今の気持ち
や抱えている問題についてゆっくりと話していた
だき、気持ちや問題を整理できるように支援しま
す。相談やカウンセリングは、臨床心理士等の資格
を持つカウンセラーが行います。一人で悩まず「ほ
っとスペース」に気軽にご相談ください。
◆相談時間／午前９時30分～午後４時30分
 （土・日、祝日を除く）
◆会場／大曲保健センター内「ほっとスペース」
◆相談料／無料
【問い合わせ・申し込み】
 「ほっとスペース」（大曲保健センター内）
 ☎0187-62-9304※要予約

こころの健康相談・カウンセリング
「ほっとスペース」

電話で予約してください
　氏名、年齢、連絡先、相談内容、居
住地域、相談希望日時などをお知らせ
ください。
※市に住民登録している方が対象です。
※現在、医療機関を利用している方は主治医
と相談の上、承諾を受けてからお越しくだ
さい。

1.

初回面接を行います
　一度、ほっとスペースに足を運んで
いただき、相談員が詳しいお話を伺いま
す。約1時間30分ほどの初回面接の後、
面接を継続するか決定します。相談内
容によっては、より適切と思われる専門
機関や施設を紹介することがあります。

2.

相談の後、継続面接へ
　面接は１回50分間です。面接の頻
度や相談終了の時期についても、話し
合って決めていきます。

3.

一人で悩まず相談ください
「ほっとスペース」
☎ 0187-62-9304

「ほっとスペース」利用案内
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各図書館問い合わせ
大曲図書館　☎0187-62-1012 協和図書館　☎018-892-3830
神岡図書館　☎0187-72-2501 南外図書館　☎0187-74-2130
西仙北図書館☎0187-75-0099 仙北図書館　☎0187-69-3334
中仙図書館　☎0187-56-7200 太田図書館　☎0187-88-1119

図書館情報BOOKs ４月の市長日程
　※日程は変更になる場合があります。

 １日・火 北街区バスターミナルオープニング
セレモニー

  年度始めの式（本庁）
 ２日・水 定例記者会見
  年度始めの式（支所）
 ３日・木 年度始めの式（支所）
 ４日・金 大曲仙北広域介護保険認定審査会
 ９日・水 平成 26 年度チャレンジデー実行

委員会総会
 14 日・月 大曲通町地区市街地再開発事業施

設建築物建設工事（北街区）竣工式
 15 日・火 宮古・盛岡・秋田間国道整備促進

期成同盟会監査
 19 日・土 仙北組合総合病院との緊急ワーク

ステーション協定調印式
 20 日・日 豊岡へき地診療所閉所式
 22 日・火 大仙市農業再生協議会総会
 24 日・木 秋田県市長会定例会
 25 日・金 大曲仙北広域市町村圏組合議会臨

時会
 27 日・日 民謡民舞少年少女北東北大会
 30 日・水 大仙市議会臨時会

市長交際費 （２月１日～28日）
摘 要 件 数 金   額
慶 祝 19 111,670 円
協 賛 1 2,520 円
弔 慰 3 50,000 円
合 計 23 164,190 円

※慶祝＝市長等が出席する行事の会費やお祝いなど
※協賛＝各種事業協賛金や各種大会市長賞および副賞 
 　　   など
※弔慰＝行政委員会の委員等、市政に深く関わりのある
　　   方や旧市町村の功労（績）者に対する香典など

３月12日に東京都で行われた「災害廃棄物処理成果
報告シンポジウム～広域処理が果たした役割と成果
～」で、大仙美郷環境事業組合の管理者として表彰を
受ける栗林市長（写真右）

■各図書館イベント／
【おはなし会】
仙北 ４月12日（土）午前10時 30分～
協和 ４月19日（土）午前10時～
神岡 ４月19日（土）午前11時～
西仙北 ４月26日（土）午前10時～ 11時

【絵本となかよし会】
中仙（うさちゃんひろば）　４月18日（金）午前10時 30分～

【どんぐり文庫　おはなし会】
太田（敬愛館）　４月19日（土）午前９時30分～11時
■大曲図書館企画展／「わたしのおすすめ本コーナー」
期間／４月２日（水）から30日（水）まで
時間／午前９時～午後７時
■各図書館休館日／【４月】▼１日＝大曲、神岡、南外、太田▼２日＝西仙北
▼７日＝中仙、仙北▼28日＝協和【５月】▼１日＝大曲、神岡、南外、太田
▼７日＝西仙北、中仙、仙北▼26日＝協和

協和図書館のおすすめ

シルバー川柳 １～３
　社団法人全国有料老人ホーム協会、

ポプラ社編集部／編（ポプラ社）

　「万歩計 半分以上 探しもの」「『いらっし
ゃい』 孫を迎えて 去る諭吉」「ワシ３高 血
圧・血糖・尿酸値」「『先寝るぞ』 『安らかにね』
と 返す妻」などなど、小さい本ですが、たく
さんの笑いとパワーが詰まっています。
　本を読むのが苦手な方、細かい字は無理
という方も楽しめると思います。春の日に、
老いも若きも笑いの一服をどうぞ。

〈協和、大曲図書館所蔵あり〉

ここで紹介する以外にもたくさんの本が入っています。
希望する本がない場合は、図書館職員に声を掛けてください。
市内の各図書館のほか、県立図書館からも取り寄せます。４月

新着図書

幼児・児童向け図書小説・一般向け図書
○
祈
り
の
証
明
／
森
村
誠
一

○
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み
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○
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○
地
震
と
独
身
／
酒
井
順
子

○
ぎ
や
ま
ん
物
語
／
北
原
亞
以
子
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○
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○
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上
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○
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夫

○
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も
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り
き
り
舞
い
／
諸
田
玲
子

○
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○
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／
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ね
ゆ
ら

○
な
ぞ
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ぞ
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／
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○
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○
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／
み
や
に
し
た
つ
や

○
き
ょ
う
り
ゅ
う
じ
ゃ
な
い
ん
だ
／
斉
藤
洋
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中央（大曲庁舎／大曲・四ツ屋・花館地区）
 ☎ 0187-63-1111内線 169
東部（中仙庁舎／中仙・仙北・太田）
 ☎ 0187-56-7125

西部（西仙北庁舎／神岡・西仙北・南外）
 ☎ 0187-87-3970
協和（社会福祉協議会協和支所／協和）
 ☎ 018-892-3838

南部（社会福祉協議会本所／
大曲・内小友・西根・藤木・角間川地区）
 ☎ 0187-88-8030

高齢者に関する相談は各高齢者あんしん相談室（地域包括支援センター）へ

「安心して暮らせるまちづくり」に参加してみませんか

介護保険事務所
 からのお知らせ

65歳以上の方の介護保険料 ～特別徴収について～
介護保険料が年金から差し引きされている方へ

年金から保険料が差し引かれる「特別徴収」
　年金の定期支払（年６回）の際、年金から介護保険料
が差し引き（天引き）されます。これを「特別徴収」とい
います。平成26年度の介護保険料の特別徴収は、４月
支給の年金から始まります。４月・６月・８月を仮徴収、
10月・12月・２月を本徴収といいます。

８月分までは、前年度の年額をもとに「仮徴収」
　介護保険料は住民税の課税状況などによってその
年度に納める金額が決まります。住民税は６月に決定
するため、介護保険料の年額の確定は７月になりま
す。そのため、４月・６月・８月は確定した額の保険料
が徴収できず、前年度の年額をもとにした仮の保険料
での徴収となります。このことを仮徴収といいます。
（４月は２月と同じ額が差し引きされます）

介護保険料の年額が確定した後は
　７月に介護保険料の年額が決まった後は、年額から
仮徴収額を差し引いた額が10月・12月・２月に支給さ
れる年金から徴収（本徴収）されます。４月から新規に
仮徴収が始まる方と６月以降の仮徴収額が変更にな
る方には、４月10日ごろに通知を郵送します。仮徴収
額が変わらない方には７月に通知を郵送します。
※ 65歳以上で介護保険料が年金から特別徴収（差し引き）されて
いない方は、年額が確定した７月中旬に送付される納付書で
納付します。（口座振替を申し込みした方は口座から引き落
とされます）

【問い合わせ】
 介護保険事務所保険指導班 ☎0187-86-3911
 各高齢者あんしん相談室（各地域包括支援センター）
 各支所市民サービス課
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認知症サポーター養成講座
◆ 対象／市内在住の方で認知症に関心の
ある方 ※年齢・性別は問いません。

◆ 日時／４月23日（水）午前10時～11時30分
（午前９時30分受け付け開始）

◆会場／大曲交流センター
◆定員／20人
◆受講料／無料
◆申込期限／４月16日（水）
【問い合わせ・申し込み】
 高齢者あんしん相談室中央
 （地域包括支援センター中央）
 ☎0187-63-1111 内線171

講座を修了した方には認
知症の方を支援する目印
として「オレンジリング」
を進呈します。



かみおか嶽雄館
「おもしろ講座」
　郷土史や民族学などさまざまな
分野の講演を聞いてみませんか。
◆期日／５月から平成27年３月ま
での毎月第３水曜日（全10回）
◆時間／午前10時〜11時30分
◆会場／神岡中央公民館
◆受講料／年間2,000円
◆申し込み方法／神岡中央公民館
に用意してある申込書に必要事項
を記入し、受講料を添えて提出
◆申込期限／４月25日（金）
【問い合わせ】
	 神岡中央公民館（かみおか嶽雄館）
	 ☎0187-72-2501

親子で楽しむ工作や受験対策など
絵画教室うさぎの芽
　絵具や粘土などの素材に親しみ
ながら親子で工作や絵画を楽しむ
「親子の部」、美大受験生や大人を
対象に専門的な画材の基礎基本を
学ぶ「専門画材の部」などを用意し
ています。
◆対象／４歳以上の子ども、大人
◆期日／毎月第１・第３日曜日
◆時間／午前10時〜午後５時のう
ち２時間程度
◆会場／はぴねす大仙
◆受講料／１回1,500円〜3,000円

（材料費・施設費等）
【問い合わせ・申し込み】
	 小山内さん	☎090-4297-1910
	 http://www11.ocn.ne.jp/

~usagi-me/7201.html

体と心を癒しましょう
ヨガレッスン
　忙しい日常から離れ、ヨガで気
持ちよく体と心を癒しましょう。
◆日時／４月15日（火）午後１時30
分〜２時30分、８日（火）・22日（火）
午後６時30分〜７時30分
◆会場／はぴねす大仙
◆受講料／1,000円（初回500円）
◆持参するもの／ヨガマットまた
はバスタオル、飲み物、動きやすい
服装
◆講師／吉岡総子さん
【問い合わせ・申し込み】
	 吉岡さん	☎090-5405-7731

初心者の方もお待ちしています
大正琴無料体験教室
　童謡や懐メロなどを楽しく弾き
ましょう。琴を持っていない方に
は、教室で用意しますのでお気軽
にお越しください。
◆期日／４月18日（金）、５月２日（金）
◆時間／午前10時〜11時
◆会場／はぴねす大仙
◆講師／佐々木志保さん
【問い合わせ・申し込み】
	 はぴねす大仙	☎0187-88-8722

端
たん

午
ご

の節句に飾りませんか
吊し飾り（鯉のぼり）教室
◆期間／４月10日（木）から５月１
日（木）までの毎週木曜日（全４回）
◆時間／午後１時〜４時
◆会場／サンクエスト大曲
◆定員／20人
◆受講料／無料（別途、材料費）
◆申込期限／４月７日（月）
◆講師／田丸聖子さん
【問い合わせ】
	 サンクエスト大曲	☎0187-63-5572

嶽友大学
受講者募集
　健康で生きがいのある生活を目指
し、月に１回の学習を始めませんか。
◆時間／午前10時〜正午
◆会場／神岡中央公民館
◆受講料／年会費3,500円
◆申し込み方法／神岡中央公民館
に用意してある申込書に必要事項
を記入し、受講料を添えて提出
◆申込期限／４月15日（火）
◆学科／書道、つぼ体操、詩吟、俳
句、園芸、水墨画、民謡（唄と踊り）
【問い合わせ】
	 神岡中央公民館（かみおか嶽雄館）
	 ☎0187-72-2501

どなたでも参加できます
三分の百首かるた練習会
　百人一首を三等分した枚数で練
習します。枚数が少なく早く覚えられ
ますので皆さん挑戦してみませんか。
◆期日／４月から12月までの

毎月第３日曜日
◆時間／午後１時30分〜２時30分
◆会場／はぴねす大仙
◆参加費／無料
◆申込期限／４月10日（木）
【問い合わせ・申し込み】
	 のびのび百人一首	佐々木さん
	 ☎090-5184-0716

元プロ野球選手と過ごす
野球指導法教室・ゴルフコンペ
　元プロ野球選手の近藤昭仁さん、
八木沢荘六さん、駒田徳広さんか
ら野球の指導法を学んだり、一緒
にゴルフを楽しんだりしませんか。
※	26日に交流会も行います。詳細は問い
合わせください。
○野球指導法教室
	 対象／野球を指導している方、
保護者の方など	
	 期日／４月26日（土）午前９時〜
	 会場／大曲球場※雨天時は嶽ドーム
	 参加費／無料

※26日の交流会参加は5,000円
○ゴルフコンペ
　期日／４月27日（日）午前８時〜
	 会場／大仙市民ゴルフ場
	 定員／27人
	 	参加費／6,000円（記念品、賞品、26日の
交流会参加代）※プレー代、昼食代は別途
◆申込期限／４月18日（金）
【問い合わせ・申し込み】
○野球指導法教室
	 スポーツ振興課
	 ☎0187-63-1111	内線343
○ゴルフコンペ、交流会
	 大曲スポーツセンター
	（大仙市民ゴルフ場内）	☎0187-63-0252
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ナチュラルガーデン
管理ボランティア募集
　庭造り方法が学べる造園ボラン
ティアをしませんか。
◆期日／５月から11月までの毎月
第３日曜日
◆時間／午前９時〜11時30分
◆会場／太田農村体験の里「体験
農園」（奥羽山荘もみじ庵西側）
【問い合わせ・申し込み】
	 太田公民館	☎0187-88-1119

JICAボランティア
平成26年春募集の説明会　
　青年海外協力隊とシニア海外ボ
ランティア募集の説明会を行いま
す。詳細は問い合わせください。
◆日時・会場／
○４月13日（日）午前10時〜午後０
時30分・にぎわい交流館AU（秋田市
「エリアなかいち」内）
○４月19日（土）午後６時30分〜８
時30分・湯沢市生涯学習センター
（湯沢市佐竹町4-5）
【問い合わせ】
	 JICA東北	ボランティア担当
	 ☎022-223-4772

大仙・仙北切手趣味の会
第17回切手展
◆期間／４月８日（火）から27日
（日）まで※月曜を除く
◆時間／午前９時〜午後４時
◆会場／産業展示館
【問い合わせ】
	 女性センター	☎0187-62-1713

裏千家流・石川宗美社中のお手前
大曲茶道連盟の呈茶会
◆日時／４月20日（日）

午前10時〜午後３時
◆会場／産業展示館
◆お茶席代／300円
【問い合わせ】
	 女性センター	☎0187-62-1713 生ごみ堆肥化でエコ生活

EM活用勉強会
　環境にやさしいEM（有用微生物
群）活用のための基本を学びます。
　EMで米のとぎ汁発酵液、活性液
生ごみ堆肥用のぼかし作りとその
活用の仕方、EM資材による自然
農法などを学び、楽しいエコ生活
に役立ててみませんか。
◆期日／４月11日(金)
◆時間／
【午前の部】午前９時30分〜正午
【午後の部】午後１時30分〜４時
◆会場／女性センター
◆定員／各15人
◆参加費／500円（資料、材料代）
【問い合わせ・申し込み】
		 大仙市EMによる環境浄化研究会
		 太田さん	☎0187-63-6080

太田の写真家
高橋直観写真展
◆	期日／４月１日（火）から13日
（日）まで	※７日（月）を除く
◆時間／午前９時〜午後５時
◆会場／中仙市民会館（ドンパル）
【問い合わせ】
	 中仙市民会館（ドンパル）
	 ☎0187-56-7200

事前に申し込みが必要です
高齢者の無料法律相談
◆対象／おおむね65歳以上の方
◆日時／４月10日（木）

午前10時〜午後３時
◆会場／

大仙市社会福祉協議会本所
◆定員／８人（相談は１人30分程度。
同じ相談内容は１人１回まで）
◆相談員／川村憲史さん（弁護士）
【問い合わせ・申し込み】
	 大仙市社会福祉協議会本所
	 ☎0187-63-0277

気軽にご相談ください
不動産無料相談会
　不動産の適正価格、税金、相続、
賃貸借などの相談に不動産鑑定士
や税理士、司法書士が無料で応じ
ます。
◆日時／４月10日（木）

午後１時30分〜４時
◆会場／大曲庁舎１階市民ホール
【問い合わせ】
	 相馬不動産鑑定事務所
	 ☎0187-66-1755

子育ての悩みを話しませんか
ママのしゃべり場
　子どもの発達や成長についての
悩みをみんなで相談してみませんか。
◆対象／子育て中の方
◆日時／４月17日（木）

午前10時30分〜
◆会場／大曲北児童館
◆参加費／300円（お菓子、お茶代）
【問い合わせ・申し込み】
	 松本さん	☎0187-63-2951

自分で守る健康
中国の伝統医学と現代養生
　中国の伝統医学・中医学の講座を
行います。１回目は「中医学と日常
生活」について学びます。
◆日時／４月20日（日）

午後５時30分〜６時30分
◆会場／はぴねす大仙
◆定員／20人程度
◆参加費／無料（別途、材料費など）
◆講師／小林夢家さん（中医師）
【問い合わせ・申し込み】
	 佐藤さん	☎090-3127-0341

　国道13号神宮寺バイパスの全線開通により、平成26年４月から次
の区間が県道として管理されます。
◆県道に変わる区間／花館間倉州崎地内（玉川橋北交差点）

〜北楢岡嶋地内（旧北神小学校北交差点）
【問い合わせ】	仙北地域振興局工務課	☎0187-63-8141

神岡地域の国道13号一部が県道になります

訂正とおわび
だいせん日和３月号に掲載した記事中に誤りがありましたので、次のとおり訂正し、おわびします。
24ページ「健康の達人」記事中【誤】Medical chart no.82▶【正】Medical chart no.81

33

お
知
ら
せ

ス
ポ
ー
ツ

講

　
　習

募

　
　集

イ
ベ
ン
ト



大仙市の行事予定
4月1日 火 ～16日 水

　未就園の子どもを対象にしたイベントをお知らせします。

E INFO.EV   NTS
月の子育てイベント情報4
開催場所

（問い合わせ・申し込み） 日時 事業名 申込期限

サンクエスト大曲
（大曲南保育園）
☎0187-62-5733

17日（木）
10:00～ お母さんとあそぼう 15日

（火）

大曲交流センター
（大曲中央保育園）
☎0187-62-5733

24日（木）
10:00～ こいのぼりまつり 22日

（火）

おおたわんぱくランド
すくすく園

☎0187-86-9110
23日（水）
10:00～

はじめまして
みんなで遊ぼう！ なし

ひろば名 日時 事業名

まるこのひろば
※水曜日を除く週６日開設

☎0187-63-2344
（大花都市再生住宅）

15日（火）
10:30～

「いっしょに遊ぼう」
（親子で交流を）

21日（月）
10:30～

「誕生会」
（４月生まれの子）

つなっこひろば
※木・金・土曜日開設

☎080-8214-8159
（西仙北中央公民館）

３日（木）
10:30～ みんなでなかよく遊びましょう

25日（金）
10:30～ お誕生日会

うさちゃんひろば
※水・木・金・土曜日開設

☎0187-56-7200
（中仙市民会館（ドンパル））

18日（金）
10:30～ 絵本となかよし

24日（木）
10:30～

ダンボールで
トンネルをつくって遊ぼう

【問い合わせ】 
 まるこのひろば（大花都市再生住宅１階）☎ 0187-63-2544

○体操教室…毎週月曜日（祝日を除く）午前10時～ 、午後１時30分～
○「みんなで歌おう！」の集い…毎月第３土曜日午後１時30分～

日時 事業名

19日（土）
13:30～

「歌と今年度の年間計画について」
（大きな声でスッキリ、そして、一年を見通そう！）

E INFO.EV   NTS
月の高齢者生活相談所イベント情報4

月7
火8

木10

木3

金11
土12

火15

水2

金4

火4／ 1 ひだまりコーヒーサロン■午後１時～３時■大川西根公民館（100円）

土5

月14

不登校・ひきこもりの相談に応じています
大仙市子ども・若者
総合相談センター「びおら」

（大曲丸の内町１-11- ２）
☎ 0187- 66- 1106
午前９時～午後５時（年末年始を除く）
     biora@aqua.plala.or.jp

４月６日から12日まで
春の火災予防運動週間
「消すまでは 心の警報 ONのまま」
○ 暖房器具、ガスコンロなどの取り扱いに注意
○ 寝たばこは絶対止めましょう
○ 逃げ遅れを防ぐため
住宅用火災警報機を設置しましょう

休日救急医療（日曜日・祝日・年末年始）
■医療機関／
　【外科】仙北組合総合病院 ☎0187-63-2111
　　　　大曲中通病院        ☎0187-63-2131
　【内科・小児科】仙北組合総合病院 ☎ 0187-63-2111
　【歯科】行事予定表の　をご確認ください
■時間／
　【外科・内科・小児科】午前９時～午後４時
　【歯科】午前９時～正午
※ 休日歯科当番医は変更になる場合があります。受診前

に電話で確認ください。

休日外科当番医制終了のお知らせ
　休日外科当番医制は３月 31 日で終了しました。４月から、
休日や夜間に外科受診する場合は、救急指定病院の仙北組合総
合病院・大曲中通病院を受診してください。

水9 ひだまり出前コーヒーサロン
■午後１時～３時■サンクエスト大曲（100円）

日13 歯  金子歯科クリニック（大曲）☎ 0187-63-7300

歯 

水16
神岡地域行政相談■午前 10 時～正午■神岡福祉センター
仙北地域行政相談■午後１時 30分～４時■仙北庁舎１階相談室
中仙地域行政相談■午後１時 30 分～３時 30 分
                           ■中仙農村環境改善センター２階研修室

日6
歯  富永歯科医院（美郷）☎ 0187-84-0123

大仙美郷クリーンセンター休日開場日
■午前８時30分～午後４時30分
■【家庭系ごみ】66円／10㎏【事業系ごみ】133円／10㎏
※４月からごみ処理場の使用料が変わりました。

春の全国交通安全運動（～15日）
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今日も〝だいせん日和〟担当者コラム

●編 集 発 行 秋田県大仙市企画部総合政策課	☎0187（63）1111（代表）
〒 014-8601　秋田県大仙市大曲花園町１番１号

●発 行 日 毎月２回（１日・16日）
●印 刷	 株式会社	三森印刷

人　口 87,624 人     （-   72）

　男 41,072 人     （-   48）

　女 46,552 人 （- 24）

世帯数 31,131 世帯    （- 4）

出　生 33 人
死　亡 98 人
転　入 89 人
転　出 96 人

2/28現在※（ ）内は前月比

人口増減内訳

新
病
院「
大
曲
厚
生
医
療
セ
ン
タ
ー
」

※必ず受け付けをしてください。
※駐車スペースがありませんので

周辺の民間駐車場をご利用くだ
さい。

【問い合わせ】
仙北組合総合病院
☎0187-63-2111

広々とした医療空間、最新の設備など
新たに生まれ変わった病院を
ぜひご覧ください。
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「（
コ
ク
ピ
ッ
ト
の
窓
と
機
首
の
形
の
違
い
を
指
差
し
）こ
れ
は
ボ
ー

イ
ン
グ
で
こ
れ
は
エ
ア
バ
ス
」「
扉
が
５
個
ず
つ
な
の
は

７
７
７̶

３
０
０
で
４
個
ず
つ
な
の
は̶

２
０
０
」「
ジ
ャ
ン

ボ
よ
り
機
体
が
長
い
か
ら
７
７
７
―
３
０
０
」̶

。７
歳
と
５

歳
の
旅
客
機
博
士
が
次
々
に
教
え
て
く
れ
る
。全
日
空
の
パ

イ
ロ
ッ
ト
を
夢
見
る
長
男
と
次
男
。こ
こ
１
、２
年
で
彼
ら
が

得
た
知
識
は
相
当
な
も
の
で
、
そ
の
量
と
細
か
さ
に
驚
く
ば

か
り
。お
か
げ
で
親
父
も
知
識
が
豊
富
に
な
っ
た
▼
出
会
い

と
別
れ
の
季
節
。ボ
ー
イ
ン
グ
７
４
７
通
称
・
ジ
ャ
ン
ボ
が
３

月
31
日
で
日
本
の
空
か
ら
姿
を
消
し
た
。国
内
線
や
国
際
線

の
主
力
と
し
て
活
躍
し
た
が
、
燃
費
の
良
い
新
型
機
へ
の
切

り
替
え
が
進
み
、国
内
で
残
っ
て
い
た
全
日
空
機
が
退
役
。大

量
輸
送
を
支
え
て
き
た
そ
の
姿
を
も
う
見
ら
れ
な
い
と
思

う
と
、
親
子
共
に
寂
し
く
思
う
▼
自
宅
の
居
間
を
半
分
以
上

覆
う
、
子
ど
も
た
ち
の
手
作
り
空
港
。画
用
紙
を
貼
り
合
わ

せ
た
長
い
長
い
滑
走
路
で
は
、
飛
行
機
模
型
が
離
着
陸
を
繰

り
返
し
、空
き
箱
、ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
を
つ
な
げ
て
作
っ
た
空
港

や
管
制
塔
の
回
り
を
た
く
さ
ん
の
模
型
が
埋
め
尽
く
す
。そ

の
中
に
は
全
日
空
の
７
４
７
が
２
機
。傷
だ
ら
け
だ
が
、そ
れ

は
そ
れ
は
大
切
に
さ
れ
て
い
る
。日
本
の
空
か
ら
姿
を
消
し

た
７
４
７
だ
が
、
わ
が
家
で
は「
ま
だ
飛
べ
る
よ
」と
未
来
の

パ
イ
ロ
ッ
ト
の
手
で
次
の
フ
ラ
イ
ト
へ
と
飛
び
立
つ
。（
け
）


